
 

現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など

目標値 57.0%以上 目標値 60.0%以上

実績値 39.1% 実績値

受診者数 4,190人 参考 3,914人 参考

目標値 40.8%以上 目標値 41.8%以上

実績値 23.8% 実績値

受診者数 2,098人 参考 1,994人 参考

目標値 13人以上 目標値 14人以上

実績値 14人 実績値

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

参考 　636件 参考 件

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

１歳６か月児健康診査
集団栄養指導実施者数

391人 364人

１歳６か月児健康診査対象者数 407人 384人

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

３歳児健康診査
集団栄養指導実施者数

414人 417人

３歳児健康診査対象者数 454人 455人

目標値 5校 目標値 5校

実績値 5校 実績値

参考　受診者数 1,337人 参考 627人 参考

目標値 14校 目標値 14校

実績値 14校 実績値

参考　受診者数 6,042人 参考 5,559人 参考

目標値 90.0%以上 目標値 90.0%以上

実績値 82.1% 実績値

要精密検査者数 66人 56人 参考

要精密検査受診者数 53人 46人 参考

検診受診者数 6,623人 5,898人 参考

検診受診率
（受診者数/対象者数）

10.7% 9.0%
※R3  6.0％

(国)
参考

目標値 90.0% 目標値 90.0%以上

実績値 95.8% 実績値

要精密検査者数 24人 24人 参考

要精密検査受診者数 18人 23人 参考

検診受診者数 3,288人 2,477人 参考

検診受診率
（受診者数/対象者数）

6.9% 5.5% ※R3 6.5％(国) 参考

<要精密検査受診率>
要精検となった受診者のうちの未受診者については、個別に電話
による受診勧奨を実施した。精密検査の受診勧奨前に22人が精密
検査を受診していた。その後、精密検査受診勧奨の電話をし、1人
の受診を確認し、未受診だったため受診を勧めた。

◎

参考

9 胃がん検診 3-（1） 健康課

要精密検査受診率
（精密検査受診者数/要精密検

査者数）
75.0%

<要精密検査受診率>
要精検となった受診者のうちの未受診者については、個別に電話
による受診勧奨を実施した。
受診勧奨前に40人が精密検査受診していた。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和2年度以降、感染症蔓延のため検診の受診率が低下し
要精密検査受診率も伸びなかったと考えられる。
現在業務時間内に行っている対象者への架電時間を、時間
外や土・日曜も実施する方向で検討する。
また、受診確認の方法については、電話で連絡の取れない
対象者に返信用紙を郵送し、紙面での確認を行うなど確認
方法の検討を行う。

参考

8

がん検診

肺がん検診 3-（1） 健康課

要精密検査受診率
（精密検査受診者数/要精密検

査者数）
80.3%

コロナの感染対策を講じながら、全校で定期健康診断を実施する
ことができた。実施内容は、尿検査（全学年）脊柱側弯症検査（小
５、中１）耳鼻科検診、眼科検診、心電図検査（小１、中１）。

〇7
定期健康診断事業

（学校）
2-（2） 教育支援課

定期健康診断
を実施した小中学校の校数

小学校9校
中学校5校

(全校）

教育支援課

小児生活習慣病検査
を実施した中学校の校数

5校
（全校） 中学校１年生生徒を対象に、血圧測定・血液検査を実施した。 〇

実施
年18回、満３歳６か月を超え、満４歳に達しない幼児とその保護者
を対象に、身体計測、内科、歯科、視力、聴力、尿検査、保健指
導、相談等を実施。栄養士は、集団指導（バランス、おやつ、
ジュース）、随時個別相談を行った。参考 参考

参考 参考

〇

従前の集団検診に加えて、平成31年から個別健診も開始し、集団
と合わせた受診者数が増えたことにより、目標値を達成している。

◎
引き続き担当課ケースワーカーと連携を進め、一層の受診環
境を整えるとともに、対象者に対して健診の重要性を周知
し、受診者の拡大を進める。

5
幼児健康診査事業
（1歳6か月児健康診
査、3歳児健康診査）

2-（2） 健康課

１歳６か月児健康診査
集団栄養指導の実施

実施
年15回、満１歳６か月を超え、満２歳に達しない幼児とその保護者
を対象に、身体計測、内科、歯科、保健・栄養・歯科指導、相談等
を実施。栄養士は、小集団指導（バランス、おやつ、ジュース）、随
時個別相談を行った。

国保及び後期被保険者が受検した人間ドック等に対して費用の助
成を行った。

〇

3
生活習慣病予防

健康診査
2-（3）
3-（1）

健康課
生活習慣病予防健康

診査受診者数

31.3% R3　31.8％(県） <健診受診率>
令和4年度は健康カレンダー、広報、ＨＰで周知を行い、過去2年の
受診者と申し込みをした方に問診票を送付した。
令和5年2月末の被保険者数8,984人を対象者とした暫定受診率。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和2年度コロナ感染拡大のために、集団健診を中止したこ
とからそれ以降受診率が低下し、目標値には至らなかった。
令和5年度からは75～84歳の全ての被保険者に問診表を送
付し、健診の周知対象者を拡大する。

2 後期高齢者健康診査 2-（3） 健康課

後期高齢者健康診査
受診率

45.0% R3　36.7％(県）
<健診受診率>
未受診者に、電話による受診勧奨とはがきによる受診勧奨を行っ
た。
受診率は令和4年4月1日被保険者数10,082人での暫定受診率。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和2年度コロナ感染拡大のために、集団健診を中止したこ
とから、それ以降受診率が低下し目標値には至らなかった。
特定健康診査未受診者に、電話による受診勧奨と、今まで
の受診歴や病院受診レセプトから対象者に合わせた内容の
郵便による受診勧奨を行い、受診率向上を目指していく。

1

健康診査

特定健康診査
2-（3）
3-（1）

保険年金課
健康課

特定健康診査受診率

３歳児健康診査
集団栄養指導の実施

6
小児生活習慣病

検査事業
2-（2）

4
人間ドック等受検費用

助成事業
3-（1） 保険年金課

人間ドック等受験費用
助成件数

610件

8人

年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【健康増進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度 参考値
（県・国の値）

令和４年度の実績

評価 今年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

資料5

〇数値については表示未満は四捨五入しています。  〇「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。 1



 

現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【健康増進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度 参考値
（県・国の値）

令和４年度の実績

評価 今年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

資料5

目標値 90.0%以上 目標値 90.0%以上

実績値 87.21% 実績値

要精密検査者数 362人 305人 参考

要精密検査受診者数 307人 266人 参考

目標値 11.2%以上 目標値 11.6%以上

実績値 8.5% 実績値

受診者数 5,842人 参考 4,851人 参考

目標値 90.0%以上 目標値 90.0%以上

実績値 88.5% 実績値

要精密検査者数 150人 78人 参考

がん検診 要精密検査受診者数 126人 69人 参考

目標値 22.6%以上 目標値 23.6%

実績値 19.7% 実績値

受診者数 2,057人 参考 1,605人 参考

目標値 90.0%以上 目標値 90.0%以上

実績値 76.5% 実績値

要精密検査者数 20人 1７人 参考

要精密検査受診者数 13人 13人 参考

検診受診者数 1,712人 1,145人 参考

検診受診率
（受診者数/対象者数）

14.8% 14.2%
※R3  15.4％

(国)
参考

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

受診者数 339人 462人 参考

要精密検査者数 28人 35人 参考

要精密検査率 8.3% 7.58% 参考

目標値 63.8% 目標値 64.0%以上

実績値 56.3% R3 21.9%（県） 実績値

実施者数 　345人 299人 参考

終了者数 　298人 259人 参考

目標値 55.6%以上 目標値 56.0%以上

実績値 54.4% 実績値

受診者数 146人 50人 参考

対象者数 199人 92人 参考

目標値 79.0%以上 目標値 80.0%以上

実績値 57.8% 実績値

受診者数 52人 参考 59人 参考

対象者数 70人 参考 102人 参考

15 特定健診事後指導
1-（1）
3-（1）

健康課
保険年金課

73.4%

参考

生活習慣病重症化予防
対象者の医療機関受診率

（受診者数/対象者数）
74.3% ＜生活習慣病重症化予防予防対象者の医療機関受診率＞

特定健診の結果、生活習慣病の重症化が特に心配される数値の
人に、早急に健診結果の説明と医療機関の受診勧奨を行った。初
回介入から3か月後、電話で受診状況と検査結果の聴取し、必要
に応じて保健指導を行い、数値の改善の有無を確認した。対象者
の中には連絡が取れず、未把握の者も多い。

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
受診者数は、レセプトを確認し、受診確認ができた人も今後
実績に追加していく。
医療機関の受診勧奨、受診確認は令和5年8月末まで継続し
て行うため、医療受診へつながる者・受診率は、若干の増加
が見込まれる。
目標値は第2期データヘルス計画（平成31年～令和5年）に
基づいた数値となっており、第3期データヘルス計画作成時
に、最終実績を勘案し、検討を行う。

＜糖尿病性腎症重症化予防対象者の医療機関受診率＞
特定健診の結果、糖尿病性腎症のリスクが高いが医療機関に結び
付いていない人や、糖尿病治療歴があるが検査数値の改善がみら
れない人を、早期治療と生活習慣の保健指導に結び付ける目的で
電話勧奨を行い、受診されたかを電話で確認するとともに生活習
慣改善の取り組みを支援した。保健指導の対象者の中には拒否者
もいる。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
平成31年度の現状値73.4％は、市の保健師が事業を行って
た時の数値で、目標値の54.4％を大きく上回っていた。
現在は効率的な事業運営の観点から委託事業となってお
り、目標値を目指して委託先の管理監督に努めていく。

糖尿病性腎症重症化予防
対象者の医療機関受診率

（受診者数/対象者数）

参考

参考

14

健康教育

特定保健指導
1-（1）
3-（1）

健康課
保険年金課

5.90%

<検診受診率>
電話での精密検査の受診勧奨を実施。現在も継続中のため数値
は暫定値。受診勧奨前に26人が受診。

〇

特定保健指導実施率
（実施者数/対象者数）

56.4%
<指導実施率>
特定健診の結果、特定保健指導動機付け支援・積極的支援レベ
ルと判定された人を対象に、面談、電話、訪問、手紙、集団指導で
保健指導など生活習慣及び検査値の改善につながる取り組みを
支援した。
実績値は保健指導対象者460人中の終了者数、令和5年8月4日時
点の暫定数値。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
目標値はデータヘルス計画に則っており、法定報告の締切
に向けて対象者への電話連絡、訪問、手紙送付にて支援を
継続中。毎年対象となっている人からの保健指導拒否も多
く、今後目標値を達成できるかの精査と保健指導内容の検
討を行っていく。

参考

13 前立腺がん検診 3-（1） 健康課

前立腺がん検診受診率
（受診者数/対象者数）

<精密検査受診率>
要精検となった受診者のうちの未受診者については、個別に電話
による受診勧奨を実施した。要精密検査受診者数のうち、受診勧
奨前に9人が精密検査受診していた。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和2年度以降、感染症蔓延のため検診の受診率が低下し
要精密検査受診率も伸びなかったと考えられる。
現在業務時間内に行っている対象者への架電時間を、時間
外や土・日曜も実施する方向で検討する。
また、受診確認の方法については、電話で連絡の取れない
対象者に返信用紙を郵送し、紙面での確認を行うなど確認
方法の検討を行う。

12

子宮頸がん検診 3-（1） 健康課

要精密検査受診率
（精密検査受診者数/要精密検

査者数）
65.0%

参考

検診受診率
（受診者数/対象者数）

20.5%
※R3  15.4％

(国)

<検診受診率>
乳がん検診では、通常問診票を送る人に加えて、前年度未受診
だった人にも問診票を送付し、受診機会の拡大を図ることとしてい
る。令和4年度の対象者はコロナにより受診者が少なかった令和2
年度の受診者のため少なかったが、計画どおり実施した。受診率
は、平成31年度の値まで回復しなかった。（対象者は令和4年度3
月末の住基上の40-69歳女性（マンモのみ）)

現在行っている受診勧奨の継続及び内容の改善や、市の公
式SNS、デジタルサイネージ（電子看板）を使用するなど周知
方法の検討を行う。

<精密検査受診率>
・要精検となった受診者のうちの未受診者については、個別に電話
による受診勧奨を実施しており、計画どおり実施したが、目標値に
は至らなかった。
・要精密検査受診者のうち、60人が受診勧奨前に精密検査を受診
していた。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和2年度以降、感染症蔓延のため検診の受診率が低下し
要精密検査受診率も伸びなかったと考えられる。
現在業務時間内に行っている対象者への架電時間を、時間
外や土・日曜も実施する方向で検討する。
また、受診確認の方法については、電話で連絡の取れない
対象者に返信用紙を郵送し、紙面での確認を行うなど確認
方法の検討を行う。

11
重点的取り組み2

乳がん検診
3-（1） 健康課

要精密検査受診率
（精密検査受診者数/要精密検

査者数）
84.0%

参考

検診受診率
（受診者数/対象者数）

10.8%
※R3 7.0％

（国）
＜検診受診率＞
40-69歳の検診申込者のうち前半日程未受診者に後半開始前に
はがきで受診の再勧奨を行った。（対象者は令和4年3月末の住基
上40-69歳男女）

再勧奨した人の受診率は例年より高かったが、受診率は、平
成31年度の値まで回復しなかった。
現在行っている受診勧奨の継続及び内容の改善や、市の公
式SNS、デジタルサイネージ（電子看板）を使用するなど周知
方法を検討を行う。

<要精密検査受診率>
要精検となった受診者のうちの未受診者については、個別に電話
による受診勧奨を実施した。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和2年度以降、感染症蔓延のため検診の受診率が低下し
要精密検査受診率も伸びなかったと考えられる。
現在業務時間内に行っている対象者への架電時間を、時間
外や土・日曜も実施する方向で検討する。
また、受診確認の方法については、電話で連絡の取れない
対象者に返信用紙を郵送し、紙面での確認を行うなど確認
方法の検討を行う。

10
重点的取り組み2

大腸がん検診
3-（1） 健康課

要精密検査受診率
（精密検査受診者数/要精密検

査者数）
84.8%

2 〇数値については表示未満は四捨五入しています。  〇「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。



 

現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【健康増進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度 参考値
（県・国の値）

令和４年度の実績

評価 今年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

資料5

目標値 3コース 目標値 3コース

実績値 3コース 実績値

参加者数（延） 244人 参考 73人 参考

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

参加者数 54人 参考 61人 参考

目標値 100% 目標値 11回以上

実績値 100% 実績値

実施回数 17回 参考 　11回 参考 人

受講者数 588人 参考 　169人 参考 人

目標値 1回 目標値
参加者数
10人以上

実績値 1回 実績値

参加者数 26人 参考 6人 参考

健康教育 目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

参加者数 26人 参考 17人 参考 人

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

養成者数（累計） 23人 参考 12人 参考 人

目標値 40%以上 目標値 45.0%以上

実績値 50% 実績値

目標値 26回 目標値 30回以上

実績値 31回 実績値

骨密度測定者数 1,133人 参考 700人 参考

目標値 14校 目標値 14校

実績値 14校 実績値

目標値 78.0%以上 目標値 78.0%以上

実績値 71.4% 実績値

受診者数 参考 　35人 参考

対象者数 参考 　49人 参考

目標値 14回 目標値 14回

実績値 14回 実績値

相談延べ人数 349人 参考 224人 参考

目標値 95.0%以上 目標値 95.0%以上

実績値 95.5% 実績値

開催日数 251日 195日

相談件数（延数） 402件 355件

健康相談 目標値 36日 目標値 36日

実績値 36日 実績値

相談件数（延数） 55件 参考 46件 参考

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

相談件数（延数） 838件 参考 494件 参考

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

相談件数 5,601件 参考 　　3,178件 参考

目標値 24回 目標値 24回

実績値 24回 実績値

〇28
普及啓発及び

情報提供

健康情報の発信
（広報・HP・情報広場

など）

1-（1）
2-（1）
2-（2）
3-（1）
4-（1）

健康課
健康に関する広報・情報広場

での周知啓発回数
24回

広報、保健福祉センター1階情報広場において、健（検）診、ロコモ
予防や運動習慣、ＣＯＰＤ、熱中症等の健康に関する周知啓発を
行った。

〇

生活の困りごと全般の相談に対して、関係各課や公的機関等と連
携し支援を行った。
参考：関係各課や公的機関等との連携(重複あり)205件

〇
次年度以降も関係各課や公的機関等との連携により相談支
援を行っていく。

27
面接相談、電話相談

メール相談

1-（1）
2-（1）
3-（1）

健康課等
相談実施の有無 実施

コロナの影響で、主に面接件数が減少した。

26 福祉相談 2-（1） 社会福祉課

開庁日全日実施予定に
対しての実施率

243日

33日 精神保健福祉士によるこころの健康相談を第2.第4水曜日、医師に
よるこころの健康相談を第2木曜日に実施。相談に対応できる体制
を整えた。（予約なく実施なしとなった日は７日間）

〇

コロナ感染や相談者の特性から、キャンセルも多く、相談件
数からは評価が難しい。事前予約がない日は相談を実施し
ないこととしたが、相談を受けられる体制を整えることはでき
たことから、目標値はほぼ達成できたと推察される。

25 こころの健康相談 2-（1） 障害福祉課

開催日数
（予約がなく実施しなかった日を含む）

参考 参考

24 教育相談 2-（1） 教育支援課

実施予定に対しての実施率 100% 予定していた相談日数204日中195日、児童生徒及び保護者や教
師を対象に、電話・面接・訪問により教育相談を行った。実施しな
かった日数は、相談員の休暇によるもので、その間は他職員が対
応を行った。

〇
現状として、不登校児童生徒は増加傾向にあり、相談希望も
増えている。さらに相談時間を増やすことで、より充実した相
談業務ができると考えられる。

△
計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和5年度から案内を送付する対象者を拡大し、対象者数を
増やしていく予定。

23 定例健康相談
1-（1）
2-（1）
3-（1）

健康課
実施回数 22回 保健福祉センターで年間12回、冨士センターで2回、来所者の健

康に関する相談を実施した。
〇

新4
後期高齢者健診

事後指導
2-(3)
3-(1)

健康課

医療機関受診率

-

<対象者の医療機関受診率>
後期高齢者健診の結果、要医療値で重症化が特に心配される数
値の人に、早急に健診結果を報告し、結果の説明と医療機関の受
診勧奨を行った。初回介入から3か月後、電話で受診状況と検査
結果の聴取し、必要に応じて保健指導を行い、数値の改善の有無
を確認した。対象者の中には連絡が取れず、未把握の者も多い。

養護教諭部会作成のプリントを活用し、担任教諭等による保健指
導を実施している。

〇

骨密度測定実施回数
（骨密度測定会、ロコモ予防教室、

なるほど行政講座）
38回

22
学校における保健衛

生教育
2-（2） 教育支援課

養護教諭の学習プリントの配付
を実施している小中学校数

小学校9校
中学校5校

(全校）

◎

ゲートキーパー養成講座は、市民7人の他、市職員2人、地域包括
支援センター非常勤職員3人が受講

〇
今後ゲートキーパーの役割や相談窓口の普及啓発の実施を
行う。ゲートキーパー養成講座のより詳細な取り組みは、自
殺対策計画に位置付けて取り組んでいる。

21
重点的取り組み１
ロコモティブシンド
ローム予防事業

1-（1）
2-（3）

健康課

4か月児育児相談来所者の予防
行動実施率(20～59歳)

34%
骨密度測定会　5回　295人、ロコモ予防教室　4回　38人、4か月児
育児相談　12回　176人、チャレンジドパーソンスポーツ会場　1回
44人、なるほど行政講座9回、147人測定を行った。
ロコモ予防教室では、連携協定を締結している（株）メグミルクの職
員による食事の講話を行っている。
測定者へのアンケート結果より、運動や食事についての予防行動
実施率が現状値、目標値と比較しても高くなった。

新4
ゲートキーパー

養成講座
2-（2） 健康課

開催回数 1回

20 こころの健康教室 2-（1） 健康課
開催回数 1回 こころの健康が保てるようにするため、精神保健福祉士によりストレ

スマネジメントの方法等を伝える教室。
定員30人に対し、17人の参加（57％）であった。

〇

無関心な方にも興味をもっていただけるように、令和5年度
は、ふるさとまつり会場で講座を行う予定。

〇

19 COPD予防教室
1-（1）
3-（1）

健康課
実施回数 1回 成田赤十字病院の出前講座による呼吸器内科医師の教室を、オン

ライン形式で実施した。
〇

18 なるほど行政講座

1-（1）
2-（3）
3-（1）
4-（1）

健康課
企画政策課

依頼による実施率 100%
「骨粗しょう症予防」のテーマで10回、「生活習慣病予防」のテーマ
で１回依頼を受けて開催した。

歯科口腔についてのテーマで印旛郡市歯科医師会主催の講演会
を市が共催する形で実施。

〇
コロナ禍で人との交流などが制限されて市民の健康に影響
を与えたことを踏まえ、令和5年度は人との交流やつながりを
意識した健康づくりをテーマに開催する。

17 健康づくり講演会
1-（1）
3-（1）

健康課
実施回数 1回

16 生活習慣病予防教室
1-（1）
2-（3）
3-（1）

健康課
教室実施コース数（延） 3コース 2～3日で1コースの教室を年間3コース実施した。

コロナ対策のため、定員を減らして教室を実施した。
〇

〇数値については表示未満は四捨五入しています。  〇「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。
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現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【健康増進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度 参考値
（県・国の値）

令和４年度の実績

評価 今年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

資料5

目標値 14校 目標値 14校

実績値 14校 実績値

検査実施数 - 参考 5,575人 参考

目標値 14校 目標値 14校

実績値 　14 校 実績値

アンケート実施数 - 参考 　5,575人 参考

目標値 実施 目標値 実施

普及啓発及び
情報提供

実績値 実施 実績値

目標値 50グループ以上 目標値 57グループ以上

実績値 41グループ 実績値

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

参考

転入　　　 45件
母子健康手帳
交付　　272件

参考

目標値 99.0%以上 目標値 99.0%以上

実績値 99.0% 実績値

利用人数 20,758人 参考 5,365人 参考

目標値 1,000人以上 目標値 1,000人以上

実績値 776人 実績値

目標値 95.0%以上 目標値 95.0%以上

実績値 87.9% 実績値

目標値 90.0%以上 目標値 93.0%以上

実績値 92.5% 実績値

目標値 60.0%以上 目標値 60.0%以上

実績値 15.3% 実績値

目標値 3回以上 目標値 3回

実績値 0回 実績値

参考

白井なし坊体操を主
体的に活用する学校
や団体のある小学校
区数：2小学校区

参考

目標値 24回以上 目標値 40回以上

実績値 42回 実績値

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

目標値 実施 目標値 実施

実績値 未実施 実績値
訓練の実施

実施（連絡
訓練）

新型インフルエンザ対応マニュアルについては、各課へ依頼し修
正等を行った。
訓練の実施については、国・県と連動して連絡訓練を例年実施し
ているが、令和4年度は国・県の実施がなかったため、市も実施しな
かった。

△

新型インフルエンザ等対策の庁内訓練については未実施と
なってしまったため。
コロナが５類に移行したことを受け、改めて本来の連絡訓練
等を実施するよう協力機関全体に投げかけるようにしていく。

40
感染症予防事

業
新型インフルエンザ

等対策事業
4-（2） 健康課

適宜マニュアルの見直し 実施

救急医療についての情報を、ＨＰや健康カレンダー、保健福祉ガイ
ドブックで周知した。

〇

令和3年度に設立した3つの小学校区まちづくり協議会で実施され
た役員会において、意見交換等を行った。また、未設立の6つの小
学校区において、小学校区まちづくり協議会に関する意見交換等
を行った。

◎

39
地域医療体制

の維持
救急医療体制に関す

る情報提供
4-（2） 健康課 市民への情報提供を実施

実施（ＨＰ・
広報で周知）

38
小学校区まちづくり協

議会
設立・運営支援事業

4-（1） 市民活動支援課
小学校区での意見交換会等の

実施回数
6回

0回
白井なし坊体操の紹介や実施を行い、白井なし坊体操を主体的に
活用する学校や団体数は、白井小学校区と第3小学校区の計2小
学校区となった。

×

第3次計画より、地域ぐるみでの運動などの健康づくりについ
ての啓発を充実させるために、従来の取り組みである白井な
し坊体操の紹介・実施の他、「地域の集まりにおいて地域ぐ
るみでの運動などの健康づくりに関する講座等を実施する」
ことも追加し、指標も変更したため、目標に対する実績がな
かった。

37

地域の健康づ
くり支援事業

地域の健康づくり（地
区活動）

4-（1） 健康課
地域の集まりにおいて地域ぐる
みでの運動などの健康づくりに
関する講座等を実施した回数

肺炎球菌ワクチン接種率 17.40% R3 11.9%（県）
計画どおり令和4年度の対象者（65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳になる人）へ予診票を発送した。 △

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
平成26年度から定期接種に位置付けられた予防接種で、既
に接種済の対象者もいると推測される。定期的に、広報で接
種について勧めていく。

MRⅡ期接種率
（接種者数/対象者数）

93.0% R3 94.7%（県）

95.8% R3 92.2%（県）
計画どおり接種対象となった時と、接種期限が迫っている未実施者
へ個別にハガキで通知している。 △

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
ＭＲ2期については目標値を達成できたが、ＭＲ1期につい
ては目標値を下回っている。
ＭＲ1期については、1歳の誕生日から2歳になる前日まで接
種可能なため年度を越えて接種している場合がある。今後も
はがきでの通知などを行い、未接種の人への勧奨を続けて
いく。

35

予防接種事業

子どもの定期予防接
種

2-（2） 健康課

MRⅠ期接種率
（接種者数/対象者数）

36
高齢者の定期予防接

種
2-（3） 健康課

総合型地域スポーツ
クラブ

1-（1）
2-（3）
3-（1）

生涯学習課 登録者数（延数） 777人

地域住民の方々で自主的に運営を行い、人々が年齢や競技レベ
ルを問わずに、身近な地域でスポーツに親しむことができる地域密
着型のスポーツクラブで、白井市では5つのクラブが活動中。
令和4年度は計画どおり、総合型地域スポーツ活動場所の確保（会
場の優先予約等）や総合型地域スポーツクラブへの紹介やＰＲを
行った。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
コロナの影響で減少した会員数は徐々に回復してきている
が、目標値には至らなかった。
引き続き広報やＨＰなどを活用し、総合型地域スポーツクラ
ブの存在を周知していく。

33

健康づくり
事業

健康増進ルーム
1-（1）
2-（3）
3-（1）

健康課

開館割合
（開館日実績/開館予定日数）

依頼による保健事業実施のために
休館とした日も開館に含む

90.3％
（279日/309

日）

介護予防や生活習慣病予防のための運動を行う施設で、木曜日と
年末年始保守点検日以外は開館しており、マシンの利用や講習会
等を行った。
開館予定日数は308日で、開館日は、303日、休館日数62日。休館
日の内、保健事業実施2日のため、開館日実績は、計305日だっ
た。

〇

34

△

新規立ち上げを計画どおり実施したが、目標値には至らな
かった。
コロナ感染拡大のため活動を閉鎖する団体もあり、目標値に
は及ばなかった。今後も、楽トレ体操等の自主グループの立
ち上げ及び継続支援を行う。

32
災害に関する普及啓

発
4-（2）

健康課
危機管理課

妊産婦への情報提供を実施
子育てガイド
ブックで周知

を実施

母子健康手帳交付や妊産婦の転入手続きなどを行ったすべての
妊産婦を対象に子育てガイドブックを配布。啓発記事を掲載し、平
素から妊産婦・乳幼児のための非常用物品を準備するよう促してい
る。

〇

31
高齢者の居場所や

交流の場づくり
2-（3）
4-（1）

高齢者福祉
課

介護予防に資する
自主グループ数

33グループ
自主グループ立ち上げを6か所実施した。（しろい楽トレ体操4か
所、はつらつ脳トレ2か所）

情報誌への白井市の子育て支援PR掲載や、子育て支援コーディ
ネーターのおはなしページで細やかな情報提供が行った。
また、子育て応援ナビを、妊婦から子育て世代までの方へ子育て
に関する情報や公園・支援センターの検索ができるようリニューア
ルを行い、情報発信の強化を図った。

〇

小中学校でのＹ-Ｐアセスメント
（学級生活満足度アンケート）と

指導の実施校数

小学校9校
中学校5校 市内全小中学校でＹ－Ｐアセスメント（学級生活満足度アンケート）

を活用した学級環境に係る分析を実施している。

30
子育て支援の

情報提供
4-（1）

子育て支援
課

子育て情報誌、ＨＰ等による、子
育て支援の情報提供

実施

29
教育課題調査研究事

業
2-（1）
2-（2）

教育支援課

小中学校での運動器・姿勢の検
査（保健調査票）と指導の実施

校数

小学校9校
中学校5校

市内全小中学校で運動器及び姿勢の検査を実施している。

〇

4 〇数値については表示未満は四捨五入しています。  〇「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。



現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など

目標値 4回 目標値 4回

実績値 4回 実績値

目標値 25回 目標値 26回

実績値 25回 実績値

目標値 7回 目標値 7回

実績値 7回 実績値

目標値 4回 目標値 4回

実績値 4回 実績値

目標値 2回 目標値 2回

実績値 2回 実績値

目標値 6事業 目標値 6事業

実績値 6事業 実績値

目標値 4事業 目標値 7事業

実績値 4事業 実績値

目標値 20回 目標値 22回

実績値 20回 実績値

目標値 500回以上 目標値 530回以上

実績値 514回 実績値

目標値 12回 目標値 12回

実績値 13回 実績値

目標値 12回 目標値 12回

実績値 12回 実績値

目標値 10回 目標値 3回

実績値 １回 実績値

目標値 １8回 目標値 22回

実績値 22回 実績値

目標値 5個 目標値 5個

実績値 0個 実績値

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

集団栄養指導実施者数 331人 232人

４か月児育児相談対象者数 368人 290人

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

１歳６か月児健康診査
集団栄養指導実施者数

391人 364人

１歳６か月児健康診査対象者数 407人 384人

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

３歳児健康診査
集団栄養指導実施者数

414人 417人

３歳児健康診査対象者数 454人 455人

３歳児健康診査
集団栄養指導の実施

実施
年18回、満3歳6か月を超え、満４歳に達しない幼児とその保護者を
対象に、身体計測、内科、歯科、視力、聴力、尿検査、保健指導、
相談等を実施。栄養士は、集団指導（バランス、おやつ、ジュース）、
随時個別相談を行った。参考 参考

参考 参考

8
幼児健康診査

（1歳6か月児健康診
査、3歳児健康診査）

1-（1）
1-（2）

健康課

１歳６か月児健康診査
集団栄養指導の実施

実施
年15回、満１歳6か月を超え、満2歳に達しない幼児とその保護者を
対象に、身体計測、内科、歯科、保健・栄養・歯科指導、相談等を実
施。栄養士は、小集団指導（バランス、おやつ、ジュース）、随時個
別相談を行った。

〇

参考 参考

年12回、満4か月児と保護者を対象に、身体計測、発達確認、保健
指導、相談、ブックスタート等を実施。栄養士は、集団指導（離乳
食）、随時個別相談を行った。

〇7

食育事業

4か月育児相談事業 1-（1） 健康課

集団栄養指導の実施 実施

市ＨＰにて白井産農産物のレシピ啓発を行っているが、今年度は追
加をしなかった。

×
新型コロナ感染症の影響で人が集まる機会やイベント等の実施がな
く、広くレシピ募集・発表等を行う機会がなかった。
今後は感染症に影響されないよう工夫しレシピ掲載を行う。

6
市ＨＰによる白井産農

産物のレシピ
2-（2） 産業振興課 レシピ数 19個

30回
各種料理等教室事業（男性2回、知っ得2回、おやこ料理2回、おや
こみそ2回、ヘルシー6回、食生活改善支援事業（成人【複合1回、身
障1回、精神１回】、母子5回）で、共食の啓発を行った。

〇

11回

5
各種料理等の教室事

業
2-（1） 健康課 共食の啓発回数

新型コロナ感染症拡大を防ぐため、給食センター主催の保護者試
食会を計画通り実施できず、開催回数が目標値には至らなかった。
今後の試食会の実施方法について検討していくため、令和5年度の
目標値を3回とした。

4 学校での食育啓発
1-（1）
2-（1）
2-（2）

教育支援課
（学校給食
センター）

給食便りの発行回数 12回
献立表の裏に食育つうしんを毎月発行した。
令和4年度の食育つうしんの内容は各県の郷土料理の紹介をした。
保護者試食会は、南山小で実施した。（PTA18人）

△

〇
1-（1）
2-（1）
2-（2）

保育課 給食便りの発行回数 12回

保護者試食会での啓発回数

乳幼児期の望ましい食生活について、月１回おたより配付して啓発
を行った。また、令和4年度は食生活に関するアンケート結果の集計
について号外として配付した。

ホームページのアクセス数 2033回

各種料理等教室事業（男性2回、知っ得2回、おやこ料理2回、おや
こみそ2、ヘルシー6回）、ふるさとまつり 2回、健康情報広場1回（健
康課栄養士割り当て3月）、千葉県食育月間情報広場脇の啓発2回
（6、11月）、市役所献血などで、啓発を行った。

〇

計画どおり実施できた。
令和5年度は、新たにスーパーやコンビニなどの食品販売店へ、
ホームページ誘導ＱＲコード付きのレシピ設置を行い、啓発回数や
ホームページのアクセス数の増加を図る。

3事業

2
おすすめレシピ啓発

事業
1-（1） 健康課

啓発回数 53回

他事業と連携した啓発事業数 5事業

〇

計画どおり実施できた。
令和5年度は、新たに他団体・機関等と連携した取組みとして、スー
パーやコンビニなどの食品販売店と連携した情報発信や、民間企業
との食育事業、市の子育てアプリと連結したホームページ掲載を実
施する。
【重点的取組1：新規啓発回数　3回予定】

7回

3回

1

食の啓発事業

重点的取り組み1
食育情報の発信

1-（1）
1-（2）
2-（1）
2-（2）
3-（2）

健康課

食育通信の発行回数

イベントでの啓発回数

他団体・機関等と連携した
啓発事業数

健康情報広場や食育月間での
啓発回数

4回

ホームページ・動画・アプリの
掲載数

6回

メール・SNSの配信回数

4回

食育通信の発行（新規4回）、ホームページ・動画・アプリ（食育啓
発、料理・離乳食動画等25個）、メール・ＳＮＳ（妊娠期・離乳期の食
事7記事配信）、健康情報広場や食育月間等（バランス、野菜等の資
料掲示4回）、ふるさとまつり（野菜、災害時啓発2回）、他事業と連携
した啓発（各種検（健）診での食育資料配布、パネル掲示、骨密度
測定事業でのレシピ配布、他課資料への掲載など5事業）、他団体・
機関等と連携した啓発（保育園・幼稚園での食支援、食品衛生組合
での食中毒予防周知、しろい食育サポート店での資料配布、民間企
業との測定会4事業）を実施した。

令和４年度は、上記に加えて新たに①ライフステージ別の食事の
ホームページ9記事、②疾病別の食事のホームページ1記事の計10
記事の作成と、③後期高齢者健診結果での通知同封を実施し、更
なる食育情報の発信を行った。
【重点的取組１：新規啓発数　3回達成】

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【食育推進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度
参考値

(県・国の値)

令和４年度の実績

3 保育園での食育啓発

年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

○数値については表示未満は四捨五入しています。

○「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。 5



現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【食育推進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度
参考値

(県・国の値)

令和４年度の実績

年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 35%以上 目標値 35%以上

実績値 39.8% 実績値

集団栄養指導実施者数 216人 125人

かみかみ教室対象者数 417人 314人

目標値 6回 目標値 6回

実績値 6回 実績値

参加者数 29組 参考 53組 目標値

目標値 3回 目標値 3回

実績値 3回 実績値

参加者数 71人 参考 28人 参考

目標値 142人以上 目標値 93人以上

実績値 113人 実績値

目標値 14回 目標値 8回

実績値 14回 実績値

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

実施回数 13回 8回

受講者数 １１１人 56人

目標値 6回 目標値 6回

実績値 8回 実績値

目標値 3園 目標値 3園

実績値 3園 実績値

目標値 172回 目標値 163回

実績値 183回 実績値

目標値 14校 目標値 14校

実績値 13校 実績値

目標値 2校 目標値 3校

実績値 2校 実績値

目標値 80%以上 目標値

実績値 75% 実績値

目標値 2回 目標値

実績値 2回 実績値

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

参加者数 実施なし 24人

実施回数 実施なし 3回

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

実施回数 11回 6回

受講者数 360人 173人
参考 参考

なるほど行政講座「白井のゴミを減らそう！」
生ごみ堆肥化講座、　ごみ・資源化処理施設見学会を実施した。

〇
目標値どおり実施できたが、依頼回数が増えるよう講座等の周知を
行う必要がある。

19
食品ロスの削減に関

する講座
2-(2) 環境課

依頼による実施率 100%

18
通いの場における介

護予防講座
1-（1）

高齢者福祉
課・健康課

依頼による介護予防講座実施率 100%

参考 参考

健康講座の実施希望がある団体（しろい楽トレ体操やサロン、はつら
つ脳トレ教室など）に所属している概ね65歳以上の市民に対し、通
いの場において、管理栄養士による栄養講座を実施した。

〇

いきいき夢情報教室を廃止し、通いの場における新たな一般受講者
を増やすため、サロン等の団体へ希望調査を行い、令和5年度は実
施回数を5回に増やして栄養講座を行うこととする。
【令和5年度よりＮｏ.17を統合】

実施回数 2回

高齢者に対し、いきいき夢情報教室として低栄養を予防するための
管理栄養士による講話を2回実施した。

△

計画どおり実施したが、参加者数が目標値には至らなかった。
令和5年度は、楽トレ・脳トレ参加者が多い募集・集合型のいきいき
夢情報教室を廃止し、新たな一般受講者を増やすため、地域の住
民が利用するサロン等、身近な場所へ管理栄養士が出向き、講話を
実施する方法へ変更する。
【令和5年度よりNo.18へ統合】

17
栄養・歯科口腔に関
する高齢者向け講座

1-（1）
高齢者福祉
課・健康課

定員に対する参加率 70%

農産物の食育体験実施学校数 2校

栽培体験は、ミニトマト、キュウリ、ゴーヤ、ナス等を各学校に応じて
各学年や特別支援学級で栽培した。
食育体験は、とうもろこしの皮むき体験（池小、桜小）、そら豆のさや
むき体験（桜小）を実施した。

△

計画どおり実施したが、スケジュールや栽培場所の調整ができない
学校が1校あり、野菜の栽培体験の学校数が目標値には至らなかっ
た。
全校実施となるよう、今後も学校へ栽培体験の呼びかけを行う。農
産物の食育体験は、R5年度は新規として枝豆のさや取り体験を実
施計画に入れ、実施校の拡充を図る。

16
給食施設や学校での

食育推進事業

1-（1）
1-（2）
2-（2）

教育支援課
（学校給食
センター）

野菜の栽培体験の実施学校数 14校

各小学校全クラス、中学校校内放送（11か月×4校）、家庭科でのTT
（ティームティーチング）授業等を実施した。

◎
年間予定に加え、学校からの依頼による栄養指導を行ったため、目
標値以上に実施できた。

15 栄養指導の充実事業
1-（1）
1-（2）

教育支援課
（学校給食
センター）

栄養指導の実施回数 147回

野菜の栽培体験の実施園数 3園

4歳児や5歳児を対象に、給食で使う食材の話や、野菜の花クイズ、
色々な食材を食べることの大切さの話など、また食生活改善推進員
による食育指導を行った。
3歳児以上児クラスで、ナスやきゅうり、トマト、オクラなどの夏野菜
や、小松菜、ほうれん草、大根などの冬野菜の栽培を行った。

◎

食育の話は、子どもたちが食への興味をもつ機会として、目標値以
上に実施できた。
野菜の栽培体験は各園で実施し、子どもたちが自ら決めた野菜を大
切に育て、収穫し、給食や家庭で食べることができた。野菜が苦手
な子どもも、野菜を食べるきっかけになっている。

14
保育園での食育推進

事業

1-（1）
1-（2）
2-（2）

保育課

食育講座実施回数 5回

参考 参考

他課や各センター、児童館からの依頼により、講話や調理実習、個
別栄養相談等を実施した。
母子5回、各センター依頼1回　(複合)、精神１回、身障１回の計8回
実施した。

〇

計画どおり実施できた。
令和5年度から、各センターへの食育講座の希望調査を行い、連携
して実施することで、新たな地域住民の参加促進と、実施回数・参加
者数の増加を図る。
【令和5年度よりＮｏ.12を一部統合】

13
食に関する市民向け
講座（なるほど行政講

座など）

1-（1）
2-（1）

健康課
企画政策課

等

依頼による実施率 100%

実施回数 17回

各種料理教室事業(男性11人、知っトク5人、おやこ20人、みそ24
人、ヘルシー53人)で、計113人の参加があった。

△

新型コロナ感染症のため定員を減らし、計画どおり実施したが、参
加者数が目標値には至らなかった。
令和5年度は、地域での食育事業の受講機会を拡充し、新たな地域
住民の参加を促すため、健康課が運営する一部講座を、各センター
と連携して実施するよう、センターへ希望調査を行い、市民向け講
座として実施する。（7テーマ）
【令和5年度よりNo.13へ一部移行】

12
各種料理等の教室事

業

1-（1）
1-（2）
2-（2）

健康課

参加者数 280人

3回コースの2課目（平日）、2回コースの1課目（日曜）に管理栄養士
による脂質異常症予防の食事についての講話を行った。

〇11 生活習慣病予防教室 1-（2） 健康課
実施回数 3回

参考 参考

〇9

食育事業

かみかみ教室
1-（1）
1-（2）

健康課

集団栄養指導実施率 51.8%
年12回、満9か月児とその保護者を対象に、集団指導（離乳食の講
話・歯みがき実習・助産師講話）と個別相談、身体計測（希望者の
み）を行った。

10
プレ☆パパママス

クール
1-（1） 健康課

実施回数 5回 2課目に管理栄養士による講話（食事バランスガイド、適正体重、不
足・過剰注意な栄養素）を実施。6回のうち1回は、新型コロナ拡大状
況を考慮し、オンライン（zoom）開催した。

〇

6
○数値については表示未満は四捨五入しています。

○「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。
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No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度
参考値

(県・国の値)

令和４年度の実績

年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 12回/月 目標値 12回/月

実績値 12.3回/月 実績値

目標値 5回/月 目標値 5回/月

実績値 6.3回/月 実績値

目標値 6回 目標値 6回

実績値 10回 実績値

目標値 4品目以上 目標値 4品目以上

実績値 2品目 実績値

目標値 18.4%以下 目標値 18.2%以下

実績値 18.20% 実績値

目標値 15.1%以下 目標値 13.8%以下

実績値 13.80% 実績値

目標値 1回/月 目標値 １回/月

実績値 1回/月 実績値

目標値 8回 目標値 11回

実績値 14回 実績値

目標値 14品目以上 目標値 14品目以上

実績値 14品目 実績値

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

４か月児育児相談
個別栄養相談実施者数

7人 5人

４か月児育児相談対象者数 人 290人

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

かみかみ教室
個別栄養相談実施者数

113人 86人

かみかみ教室参加者数 216人 125人

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

個別栄養相談実施者数 91人 83人

2歳児歯科健康診査受診者数 341人 275人

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

個別栄養相談実施者数 34人 26人

１歳６か月児健康診査受診者数 393人 364人

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

３歳児健康診査
個別栄養相談実施者数

23人 23人

３歳児健康診査受診者数 414人 417人

目標値 12回 目標値 12回

実績値 12回 実績値

定例健康相談の栄養相談人数 98人 参考 51人 参考

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

電話・来所・訪問の栄養相談人数 40人 参考 28人 参考

参考 参考

参考

電話・来所・訪問の
栄養相談の実施

実施

満１歳6か月を超え、満2歳に達しない幼児をもつ保護者を持つ保護
者で、希望する人に対し、個別栄養相談を行った。

〇

参考

25 健康相談事業 1-（1） 健康課

定例健康相談の実施回数
（保健センター）

12回

年12回の定例健康相談の他、随時、電話・来所・訪問による栄養相
談を実施した。

〇

３歳児健康診査
希望による個別栄養相談実施率

100%

満3歳6か月を超え、満4歳に達しない幼児をもつ保護者を持つ保護
者で、希望する人に対し、個別栄養相談を行った。

24
幼児健康診査事業
（1歳6か月児健康診
査、3歳児健康診査）

1-（1） 健康課

１歳６か月児健康診査
希望による個別栄養相談実施率

100%

参考 参考

〇

23 幼児歯科健康診査事
業（2歳児）

1-（1） 健康課

希望による個別栄養相談実施率 100%
満2歳4か月を超え満3歳6か月に達しない幼児と保護者を対象に、
歯科診察、フッ素塗布（希望者）、歯科保健指導、育児相談、個別栄
養相談を行った。

〇

参考 参考

かみかみ教室
希望による個別栄養相談実施率

100%

満9か月児を持つ保護者で、希望する人に対し、個別栄養相談を
行った。

22

相談事業

4か月育児相談事業、
かみかみ教室（９か月

児）
1-（1） 健康課

４か月児育児相談
希望による個別栄養相談実施率

100%

満4か月児を持つ保護者で、希望する人に対し、個別栄養相談を
行った。

地元農産物の利用品目数 14品目
（センター）人参、大根、かぶ、小松菜、ほうれん草、にんにく、長ネ
ギ、白菜、じゃが芋、梨、チンゲン菜、とうもろこし、自然薯、米を給食
で利用した。

参考 参考

行事食献立の提供回数 8回 季節の行事食にちなんだ給食献立を提供した。

かみかみメニューの提供回数 １回/月 よくかむ食材を使った給食献立の実施と声かけを行った。 〇21 学校給食事業

1-（1）
1-（2）
2-（1）
2-（2）

教育支援課
（学校給食
センター）

残菜率（給食センター）小学校 21.1%
献立の検討、提供量の検討、味付けの調整、食品ロスを考えるきっ
かけについて学校へ呼びかけを行った。

地元農産物の利用品目数 4品目 2品目（米、梨）の提供となった。

残菜率（給食センター）中学校 15.1%
献立の検討、提供量の検討、味付けの調整、食品ロスを考えるきっ
かけについて学校へ呼びかけを行った。

行事食献立の提供回数 6回
七夕、十五夜、お彼岸（春・秋）、クリスマス、冬至、七草、節分、バレ
ンタイン、雛祭りの行事食を提供した。

かみかみメニューの提供回数 3.6回/月 野菜スティックや煮干し、干し芋などを提供した。

11.8回/月
野菜スティックや、野菜を具材とした麺類や御飯類、ホットケーキなど
を提供した。

〇

概ね計画どおり実施できた。
基本、行事の日が平日の場合に、給食で提供しているため、令和4
年度は行事献立の提供が目標値以上に実施できた。
地元農産物の利用品目数は、取引業者によるところが大きく、納品
がほとんどないのが現状である。引き続き、白井産の納品を依頼し
ていく。

20

給食事業

保育園給食事業

1-（1）
1-（2）
2-（1）
2-（2）

保育課

野菜を使用したおやつの提供回数

○数値については表示未満は四捨五入しています。

○「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。 7
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No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度
参考値

(県・国の値)

令和４年度の実績

年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 63.8%以上 目標値 64%以上

実績値 56.3% 実績値

実施者数 345人 299人

終了者数 298人 259人

目標値 23店舗 目標値 33店舗

実績値 28店舗 実績値

目標値 30個 目標値 38個

実績値 33個 実績値

目標値 108店舗 目標値 108店舗

実績値 107店舗 実績値

目標値 50,000人 目標値 50,000人

実績値 41,768人 実績値

目標値 10,000人 目標値 10,000人

実績値 8,443人 実績値

目標値 2回 目標値

実績値 0回 実績値

目標値 200個 目標値

実績値 0個 実績値

目標値 1ケ所 目標値 1か所

実績値 0ケ所 実績値

目標値 5回 目標値 12回

実績値 12回 実績値

目標値 14回 目標値 12回

実績値 15回 実績値

教室での啓発人数 268人 参考値 119人 参考値

目標値 12回 目標値 12回

実績値 13回 実績値

イベントや食育支援での啓発回数 1159人 参考値 764人 参考値

目標値 21回 目標値 28回

実績値 34回 実績値

目標値 9回 目標値 7回

実績値 9回 実績値

目標値 4回 目標値 4回

実績値 4回 実績値

目標値 11回 目標値 11回

実績値 11回 実績値
13回

自立支援型地域ケア会議10回、庁内健康づくり会議（1回）で他職種
と連携し、対象者への支援や事業の実施方法などの検討を行った。

〇36
他職種のとの
連携

他職種との連携 3-（1） 健康課 会議等実施数

4回
野菜摂取量向上のための効果的な食育教材を作成し、保健所等の
専門会員を加えた評価会議では、第3次プラン重点的取組・販売店
等での新規啓発について検討した。

〇35 栄養士連絡会 栄養士連絡会 3-（1） 健康課 開催回数

9回
食生活改善推進員に対し、教室の学習会7回（ヘルシー食育講座は
テーマごとに3回に分けて実施）、新規推進員向け内部研修会1回、
外部講師による研修会1回の計9回を実施した。

〇

当初の予定どおり、推進員活動に必要な知識を得るために研修会
を行うことができた。
令和5年度は、推進員が関わっている教室の一部を栄養士へ移行し
たため、7回とした。

25回

34
食生活改善推進員養

成事業
3-（1） 健康課 学習会・研修会等の回数

イベントや食育支援の実施回数 13回

各種料理教室は15回(男性料理教室2、健康知っ得料理教室2、お
やこの料理教室2、おやこのみそづくり教室2、ヘルシー食育講座6、
西白井複合センター依頼料理教室１)実施した。
イベントや食育支援では当初予定の12回(ふるさとまつり2回、保育
園幼稚園での食育支援10回）に加えて、しろいまっちレシピコンテス
ト1回を新たに実施した。
その他の推進員活動では34回（総会1回、定例会2回、前日準備7
回、保育園事前練習10回、自主活動6回、レシピコンテスト2回、イベ
ント打合せ5回、おすすめレシピ1回）実施した。

◎

新型コロナ感染症の影響で、密にならないよう定員を減らして計画ど
おり実施した。
ふるさとまつりでは2テーマを実施、年度途中に秘書課からの依頼に
より「しろいまっちレシピコンテスト」の調理担当を担うなど、幅広く活
動を行い、多くの市民へ啓発することができた。
令和5年度は、推進員が従事する各センターからの依頼事業を拡充
するため、推進員が関わっている教室の一部を栄養士へ移行した。
そのため目標値を12回とした。

33

食生活改善推
進員活動事業

食生活改善推進員活
動事業

3-（1） 健康課

教室の実施回数 16回

広報しろい各月1日号にて朝市実施日を掲載した。 ◎ 今年度についても引き続き各月１日号にて朝市実施日を掲載する。

その他の推進員活動の回数

32
ＪＡ西印旛農協農産

物直売組合白井支部
への支援

2-（2） 産業振興課 広報での啓発回数 5回

開設等の相談がなかったことにより実績がなかった。 －
市民農園の開設支援について周知するとともに、開設希望者による
相談・問い合わせには積極的に対応していくよう努める。

31 市民農園開設の支援 2-（2） 産業振興課 開設数 0ケ所

販売数 200個

ふるさとまつり等イベントへの参加がなく、販売も行わなかったため実
績がなかった。

×

会員に高齢者が多く、新型コロナ感染症により各種イベント等への
参加がなかったことから販売もなかった。
令和4年度をもって団体解散。
【令和5年度より廃止事業とする】

30
農産物加工研究会へ

の支援
2-（2） 産業振興課

イベント等の支援回数 2回

農産物直売所「やおぱぁく」の
移動販売車来客者数

-

店舗は地元農産物を中心に販売を行った。
移動販売車は週4回8ルートで市内を巡回し、地元農産物を中心に
販売を行った。

△
計画どおり実施したが、来客者数が目標値には至らなかった。
今後、新型コロナウイルス感染症の流行で実施できなかった地産地
消のPR活動（イベント等）を再開し、来客者数の増加を目指す。

29
地域における農産物

販売所づくり
2-（2） 産業振興課

農産物直売所「やおぱぁく」の
来客者数

48,393人

しろいの直売所マップ（3,000枚作成）更新時、生産者等に掲載希望
を確認して掲載した。

△
計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
市内で直売を行っている生産者等に今後も声掛けを行いマップ掲
載を進める。

28
しろいの直売所マッ

プ啓発事業
2-（2） 産業振興課 掲載店舗数 105店舗

啓発物資の配布数 28個

〇
計画どおり実施できた。
今後、広報やHPによる周知等を実施し、応援店舗登録と併せて推
進する。

27

地産地消の支
援

地産地消応援店舗事
業

2-（2） 産業振興課

登録店舗数 20店舗
地元産農産物の販売や食材として提供している店舗等に掲出をお
願いしている「地産地消応援店舗」のポスター・のぼり旗等啓発物資
の配布及び応援店舗登録について、健康課と連携して実施した。

参考 参考

26
特定保健指導

事業
特定保健指導 1-（2） 健康課

特定保健指導実施率 56.4%
R3 21.9%

（県）
特定健診の結果、特定保健指導動機付け支援・積極的支援レベル
と判定された人を対象に、面談、電話、訪問、手紙、集団指導で保
健指導を行い、生活習慣及び検査値の改善につながる取り組みを
支援した。
実績値は保健指導対象者460人中の終了者数、令和5年8月4日時
点の暫定数値。

△

計画通り実施したが、実施率が目標値には至らなかった。
目標値はデータヘルス計画に則っており、法定報告の締切に向け
て対象者への電話連絡、訪問、手紙送付にて支援を継続中。令和2
年度以降、感染症蔓延のため特定健診の受診率が低下しているこ
とに伴い保健指導対象者も減少しているが、毎年対象となっている
人からの保健指導拒否も多く、目標値を達成できるかの精査と保健
指導内容の検討を行っていく。

8
○数値については表示未満は四捨五入しています。

○「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。



現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【食育推進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度
参考値

(県・国の値)

令和４年度の実績

年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和５年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 27回 目標値 25回

実績値 28回 実績値

目標値 10回 目標値 10回

実績値 10回 実績値

目標値 2回 目標値 2回

実績値 2回 実績値

目標値 31店舗 目標値 35店舗

実績値 32店舗 実績値

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

目標値 6回 目標値 7回

実績値 8回 実績値

目標値 25人 目標値

実績値 0人 実績値

目標値 4回 目標値 4回

実績値 0回 実績値

目標値 １回/年 目標値 １回/年

実績値 １回 実績値

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

目標値 31店舗 目標値 35店舗

実績値 32店舗 実績値

取組項目実施率 74.5% 参考 76.0% 参考

目標値 1,400枚以上 目標値 1,900枚以上

実績値 1896枚 実績値

配布数 1405枚 参考 3215枚 参考

目標値 実施準備 目標値 5店舗

実績値 - 実績値

目標値 4回 目標値 3回

実績値 3回 実績値

目標値 8回 目標値 8回

実績値 8回 実績値

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

目標値 17回 目標値 18回

実績値 19回 実績値

目標値 50%以上 目標値 100%

実績値 100% 実績値

低栄養予防指導実施者数 - 17人

低栄養予防指導対象者数 - 17人
参考 参考

◎

見込みより対象者が少なく、不在でも本人とつながるまで何度も電話
かけを行うことができ、全数に栄養指導ができた。
令和5年度は後期高齢者全数に問診票を送付するため、対象者の
増加が見込まれるが、令和4年度実績を考慮し、全数支援となるよう
電話かけを行う。

新4

高齢者の保健
事業と介護予
防の一体的実

施事業

低栄養予防事業 1-（2） 健康課

低栄養予防指導実施率 -
後期高齢者健診の受診者で、低栄養のリスクがある人に対し、電話
や手紙等での個別栄養指導を初回・中間・最終の計3回（6か月間）
実施した。（対象者8275人、受診者1881人/該当者17人）

〇42 学校給食事業 3-（2）
教育支援課
（学校給食
センター）

市内学校給食関係者の
衛生講習会参加回数

37回
桜台小中と給食センター調理従事者の衛生講習会の回数、資料配
布のみとオンライン研修も含める

印旛保健所主催の給食施設管理者・従事者研修会に参加した。 〇41 保育園給食事業 3-（2） 保育課 講習会参加回数 1回

広報やホームページ、健康情報広場（夏の食中毒予防、冬のノロウ
イルス）で食有毒予防について周知した。

〇40
食の安全への取り組

み
3-（2） 健康課 周知回数 8回

5回
食品衛生講習会１回、店舗検査1回、食中毒注意報及び警報での
食中毒予防啓発を行った。

△

新型コロナ感染症予防により、食中毒表敬訪問１回が中止となった
ため、目標値には至らなかった。
保健所主催の食中毒予防表敬訪問は廃止となったため、令和5年
度以降の計画から除外することとした。食品衛生組合等の飲食店へ
の啓発は、保健所や食品衛生協会などが所掌しており、他で講習
や指導の機会があることから、市との連携事業は年3回の計画とす
る。

39

食の安全への
取り組み

食品衛生管理の普及
啓発事業

3-（2） 健康課 啓発回数

協賛店の店舗数 未実施
食品衛生講習会でのアンケートや、市内店舗への聞き取り調査など
を行い、事業案の立案や栄養士連絡会での媒体検討などを行っ
た。

〇
計画通り実施できた。令和５年度は、プロジェクトをスタートさせ、協
賛店の増加に努める。

啓発数(持ち帰り数） 973枚

17店舗

しろい食育サポート店に登録している32店舗に年4回、啓発リーフ
レットを配付した。サポート店登録は5店舗で、廃業のため1店舗減。
取り組み項目実施率は146/192項目であった。
【重点的取組2：登録店舗数　23店舗達成】

◎

しろいまっちからの登録候補店舗の紹介により、予定以上に登録が
できた。また、店舗数の増加により、啓発リーフレットの配布数も増加
した。
今後も広報や食品衛生講習会などでの周知や、しろいまっちからの
紹介での勧奨などを行い、登録店舗数及び啓発数の増加を図る。
【重点的取組2：登録店舗数　26店舗予定】
※目標を達成している場合は、前年度実績値＋3店舗

38

食環境整備

重点的取り組み2
しろい食育サポート店

事業
3-（2） 健康課

登録店舗数

新5
販売店における

食育プロジェクト事業
3-（2） 健康課

産業振興課

農産物加工研究会との連携した味
噌作り体験講座応募者数

25人

新型コロナウイルス流行により講座・イベント等が開催されなかった。

新型コロナウイルス流行により、事業・イベント等が開催されなかった
ため目標値に至らなかった。
農産物加工研究会が解散したことから、連携事業は終了となった。
【令和5年度より廃止指標とする。】
ＪＡ西印旛農協との連携したイベント開催回数は、農協の実施体制
が整わず、目標値には至らなかった。

ＪＡ西印旛農協との連携 実施

保育園・幼稚園と連携した
食育支援実施回数

11回

食品衛生組合と連携した
周知啓発回数

教育支援課
（学校給食
センター）

学校保健会との連携 1回 学校保健会との連携では、各家庭に配布される学校保健会だより（3
月発行）に栄養士部会の取組として、旬の食材と給食レシピを掲載
した。
ＪＡ西印旛農協との連携では、ほ場見学を2回実施し、農家の方との
意見交換をした。

ＪＡ西印旛農協との連携した
イベント開催回数

4回

29回
・食生活改善推進員協議会と連携した事業は28回(男性2回、みそ2
回、おやこ料理回2、知っトク2回、ヘルシー6回、複合1回、エプロン
シアター10園、ふるさとまつり2回、レシピコンテスト1回)実施した。

・保育園・幼稚園と連携した食育支援は10園で実施した。

・食品衛生組合と連携し、食中毒注意報・直中毒警報の周知をしな
い食品関連施設で行った。

・しろい食育サポート店の新規登録は５店舗あったが、そのうちの1店
舗が辞退(廃業)された。

・白井市栄養士連絡会(食育評価会議)を開催した。

・明治安田生命のベジチェック測定・血管年齢測定を6回、セブンイ
レブンとのコラボ商品打ち合わせを2回行った。

〇

計画以上に実施ができた。
新規連携として、年度途中に秘書課からの依頼によりレシピコンテス
トの調理担当を食生活改善推進員が担った。
しろい食育サポート店は新規で5店舗登録することができた。
年度途中にセブンイレブンよりコラボ商品の企画提案があり、次年度
商品化に向けた打ち合わせを2回実施した。

2回

印旛保健所・印旛農業事務所
との連携（会議数）

1回

民間企業と連携した事業
実施回数

未実施

食品関連事業者との連携
（しろい食育サポート店・食育
プロジェクト協賛店の登録数）

17店舗

37
関係団体・機
関との連携

関係団体・機関との連
携

3-（1）

健康課

食生活改善推進員協議会
と連携した事業実施回数

○数値については表示未満は四捨五入しています。

○「国・県の値」列の※印は、国・県に当市と同じ指標がなく、近似の値を参考として掲載しているものです。 9



現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など

目標値 20%以上 目標値 20%以上

実績値 15.9% 実績値

目標値 50%以下 目標値 50%以下

実績値 78.0% 実績値

目標値 100% 目標値 100%

実績値 94.8% 実績値

目標値 1.0%以下 目標値 1.0%以下

実績値 0.5% 実績値

目標値 85%以上 目標値 85%以上

実績値 84.6% 実績値

目標値 4.5%以下 目標値 4.5%以下

実績値 3.6% 実績値

フッ素塗布者数 296人 参考 231人 参考

目標値 100% 目標値 100%

実績値 92.1% 実績値

目標値 11.5%以下 目標値 11.5%以下

実績値 10.0% 実績値

目標値 390人 目標値 358人

実績値 362人 実績値

目標値 15.5%以下 目標値 15.5%以下

実績値 10.8% 実績値

目標値 0.5本以下 目標値 0.5本以下

実績値 0.44本 実績値

目標値 0.9本以下 目標値 0.6本以下

実績値 0.54本 実績値

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

受診者数 12人 参考 11人 参考

目標値 4.0%以上 目標値 4.0%以上

実績値 3.4% 実績値

目標値 60.0%以下 目標値 60.0%以下

実績値 73.7% 実績値

目標値 15.0%以上 目標値 15.0%以上

実績値 12.8% 実績値

目標値 50.0%以下 目標値 50.0%以下

実績値 46.8% 実績値

目標値 28.0%以下 目標値 28.0%以下

実績値 27.4% 実績値

要治療者率 50.4%

半年前よりも硬いものが
食べにくいと感じている

76歳の割合
29.3%

R4　13.8％(県）

千葉県後期高齢者医療被保険者である前年度に75歳に
なった者に対し、歯科健診を実施。前年度未受診者を受診
可能とする救済措置あり。

対象者：850人　受診者：109人＋8人（救済者）

△

計画どおり実施したが、受診率が目標値には至らなかった。
既にかかりつけ歯科医院をもち定期受診しているため、本健診を受診
していない者が多くいると推察される。
引き続き、対象者全員への個別通知を行い、市内各センターにポス
ター掲示をするなどして受診率向上を図り、高齢者を対象とした健康
教育の場などで適切な歯科受診についての周知啓発を行う。

9
重点的取り組み2

後期高齢者
歯科口腔健康診査

2-（1）
3-（1）
5-（1）

健康課

受診率 15.4%

62.7% R3　66.5％(国）

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
令和4年度より新たに歯周病と全身疾患の関係性についてのリーフ
レットを受診票と一緒に送付し、受診率向上とともに歯科口腔保健行
動の促進を図った。リーフレットをより見やすいものに更新することや、
日本歯科医師会監修の「健口チェック」アプリの利用を促し、自宅で手
軽に自身の口腔状態を確認することにより口腔への意識の向上や健
診受診の動機づけを図っていく。

8
重点的取り組み１

歯周疾患検診

2-（1）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

健康課

受診率 3.0%

定期歯科受診の機会が無い通所児に対して歯科健診を実
施する。

希望者15名中、当日受診11名、欠席5名

〇

コロナにより令和2年度・令和3年度に申込をしたが受診しな
かった者に対し、令和4年度に受診可能とする救済措置を講
じた。
【令和4年度】
　対象者：3,442人　申込者：342人　受診者：118人
【救済措置】
　対象者：397人　受診者：41人（受診率10.3%）

△

要精密検査者率

実施回数 1回

6 児童生徒健康診断

2-（1）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

教育支援課

中1平均DMF歯数※
※永久歯の一人あたり平均むし歯歯数

0.81本
R3　0.63本(国）
    　0.53本(県）

R3　0.35本(県）
コロナにより、学校では給食後の歯磨き指導は実施できな
かった。保健指導で歯の大切さについて学習をした学校は
あった。

〇

小6平均DMF歯数※
※永久歯の一人あたり平均むし歯歯数

0.42本

むし歯率 16.1% R4　12.5％(県）

対象者：375人　受診者：362人　受診率：96.5％
むし歯あり者：39人

△

計画どおり実施したが、受診者数が目標値には至らなかった。
対象者は375人いたが、児童の体調不良・欠席等により、362人となっ
たもの。受診できなかった者については、後日個別で歯科医院を受診
をするように促していくなどし、園児全員の受診を目指す。

447人

4
３歳児健康診査

（歯科健診）

2-（1）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

健康課

むし歯率 15.8%
R3　10.2％(国）
R4　7.7％(県）

R3　92.9％(国）
R4　89.5％(県）

対象者：455人　受診者：419人
むし歯あり者：42人　不正咬合：56人（13.4%）

歯科診察、内科診察、眼科検査、育児相談、歯科相談・栄
養相談（希望者）

△

計画どおり実施したが、受診率が目標値には至らなかった。
転出や家庭の事情により受診が難しいケースが一定数いるが、引き続
き受診率100%を目指し、未受診者には個別に連絡をするなどして受
診勧奨をしていく。

受診率 93.0%

むし歯率 6.2% R4　2.5％(県）

R4　61.7％(県） 対象者：325人　受診者：275人
むし歯あり者：10人　不正咬合：32人（11.6%）

歯科診察、フッ素塗布（希望者）、歯科保健指導、育児相
談、栄養相談
※県内54市町村のうち、44の市町村で実施

△

計画どおり実施したが、受診率が目標値には至らなかった。
受診率は目標値に届かなかったが、県平均（61.7%）と比較すると高い
率となっている。対象者全数に通知としているものの、優先度が低く
なっていることが予想されるため、幼児期の歯科健診の大切さについ
て関心を持てるような通知文に刷新するなどして、目標値達成を目指
して受診勧奨をしていく。

81.4%

受診率 95.9%
R3　92.9％(国）
R4　91.6％(県）

対象者：384人　受診者：364人
むし歯あり者：2人　不正咬合：15人（4.1%）

歯科診察、内科診察、育児相談、歯科相談・栄養相談（希望
者）

△

計画どおり実施したが、受診率が目標値には至らなかった。
転出や家庭の事情により受診が難しいケースが一定数いるが、引き続
き受診率100%を目指し、未受診者には個別に連絡をするなどして受
診勧奨をしていく。

むし歯率 0.8%
R3　0.8％(国）
R4　0.7％(県）

要精密検査者率 51.4%

22.2% R4　28.2％(県） 対象者：315人　受診者：50人
既に定期歯科受診をしている者：121名（38.4%）

母子手帳交付時（または転入時）全数に受診票を配布。
※県内54市町村のうち、30の市町村で実施

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
妊娠届出時の全数アンケートにて38.4%が妊娠前から定期歯科受診を
していることが分かったため、妊娠期の歯科受診そのものは実績値以
上にされているものと考えられる。
引き続き、母子手帳交付時や両親学級などにおいて、妊娠期の歯科
健診の重要性を直接説明し、受診率向上を図る。

1

歯科健診事業

妊婦歯科健康診査

2-（1）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

健康課

受診率

2
１歳６か月児健康診査

（歯科健診）

1-（1）
2-（1）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

健康課

3 ２歳児歯科健康診査

1-（1）
2-（1）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

健康課

受診率

5 保育園歯科健康診査

2-（1）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

保育課

受診者数

7
こども発達センター

歯科健康診査

2-（1）
3-（1）
4-（1）
4-（2）
5-（1）

障害福祉課

年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和４年度の実績 令和5年度

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【歯科口腔保健推進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度 参考値
（県・国の値）

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

10 〇数値については表示未満は四捨五入しています。



現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和４年度の実績 令和5年度

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【歯科口腔保健推進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度 参考値
（県・国の値）

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 6回 目標値 6回

実績値 6回 実績値

参加者数 29組 参考 53組 参考

目標値 35.0%以上 目標値 35.0%以上

実績値 40.4% 実績値

個別相談件数 35件 参考 27件 参考

目標値 3回 目標値 6回

実績値 2回 実績値

参加者数 317人 参考 135人 参考

目標値 5校 目標値 5校

実績値 0校 実績値

参加者数 542人 参考 0人 参考

目標値 3回 目標値 3回

実績値 3回 実績値

参加者数 73人 参考 28人 参考

目標値 実施 目標値 実施

実績値 実施 実績値

目標値 80.0%以上 目標値

実績値 75.0% 実績値

実施回数 4回 2回

参加者数 45人 21人

目標値 100% 目標値 100%

実績値 100% 実績値

実施回数 ― 5回

参加者数 ― 51人

目標値 1回 目標値 1回

実績値 3回 実績値

目標値 100% 目標値 100%

実績値 依頼なし 実績値

実施回数 1回 0回

受講者数 20人 0人

目標値 12回 目標値 12回

実績値 10回 実績値

個別相談件数 64件 参考 35件 参考

目標値 開庁日全日実施 目標値 開庁日全日実施

実績値 開庁日全日実施 実績値

相談件数 18件 参考 20件 参考

歯や口腔に関する相談に歯科衛生士が対応。

乳幼児の相談：5件　成人の相談：15件
〇20 電話・来所相談

1-（1）
1-（2）
2-（1）
3-（1）
4-（2）
5-（1）

健康課
実施日数

開庁日
全日実施

10回 歯科衛生士による健康教育・個別相談を実施。
6施設各2回より実施依頼あり。

△
計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
計画当初実施依頼のあった1施設が、都合により通年閉館となり、2回
減となったため。

19

歯科健康相談
事業

参考 参考

- 事業の周知を図っていく。

17
イベントにおける
歯科健康教育

子育て支援センター
すこやか相談

1-（1）
1-（2）
5-（1）

健康課
実施回数

通いの場における口腔ｹｱ教室

依頼による実施率
― 健康講座の実施希望がある団体（しろい楽トレ体操やサロ

ン、はつらつ脳トレ教室など）に所属している概ね65歳以上
の市民に対し、通いの場において、歯科衛生士による口腔
ケア講座を実施。

18
なるほど行政講座

「歯っぴいスマイル講座」

1-（1）
1-（2）
2-（1）
4-（1）
5-（1）

健康課
企画政策課

依頼による実施率 100%

実施依頼なしのため、実施せず。

印旛郡市歯科医師会と共催し、市民健康講演会「かかりつ
け歯科医をもって健康長寿を目指しましょう」を白井市文化
会館かおりホールにて開催。一般参加者58人。
コロナにより体験型教育は中止し、チャレンジ・パーソン・ス
ポーツ、ふるさとまつりにて、啓発リーフレットを配布した。

◎

郡市歯科医師会と講演会を共催するなど、計画以上の実施ができた。
引き続き、幅広い年齢層の参加が見込めるイベントにおいて、歯科口
腔保健の正しい知識や、歯科定期受診の必要性などについてアプ
ローチしていく。

参考

参考 参考
計画どおり実施したが、いきいき夢情報教室の定員に対する参加率が
目標値には至らなかった。
令和5年度は、楽トレ・脳トレ参加者が多い募集・集合型のいきいき夢
教室を廃止し、新たな一般受講者を増やすため、地域の住民が利用
するサロン等、身近な場所へ歯科衛生士が出向き、講話を実施する
方法へ変更する。

16
いきいき夢情報教室

（通いの場における口腔
ケア教室【新規】）

1-（1）
1-（2）
2-（1）
3-（1）
5-（1）

高齢者福祉課
健康課

いきいき夢情報教室
定員に対する参加率

70%

高齢者向け講座として、オーラルフレイルを予防するための
歯科衛生士による口腔ケア講話を実施。

△

〇

3回コースの2課目（平日）、2回コースの1課目（日曜）に歯科
衛生士による歯周病予防についての講話を実施。

〇14
生活習慣病予防教室

「歯周病予防」

1-（1）
1-（2）
2-（1）
2-（2）
5-（1）

健康課
実施回数 3回

5校
（17回）

感染症拡大防止のため、実施せず。 × 感染症対策に留意した上で、令和5年度より順次再開していく。13 児童生徒の歯科保健指導

1-（1）
1-（2）
2-（2）
3-（1）
5-（1）

健康課
教育支援課

実施回数

実施回数 5回
歯科衛生士による正しい歯磨きの仕方についての講話、歯
科口腔保健推進ボランティアによる歯や口の大切さについて
の紙芝居の実演。（感染症予防のため、歯磨き実習は実施
せず。）

△
計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
主担当職員の体調不良により全3回のうち1回を実施することができな
かったため、職員の代替え体制について検討していく。

11 かみかみ教室
1-（1）
1-（2）
3-（1）

健康課

集団指導実施率
（参加者数/対象者数）

5回
2課目（平日）に歯科衛生士による講話を実施。
妊娠期からのむし歯予防、歯周病予防、定期歯科受診の勧
奨などを実施。
6回のうち1回は、コロナを考慮し、オンライン（zoom）開催とし
た。

〇

51.8% 歯科衛生士による9月か月児に対する歯磨きの始め方につ
いての講話を実施。講話後、個別相談に対応。

〇

10

歯科健康教育
事業

プレ☆パパママスクール
1-（1）
1-（2）
5-（1）

健康課
実施回数

12 保育園歯科保健指導

1-（1）
1-（2）
2-（2）
3-（1）

健康課
保育課

15
ホームページやSNSを
活用した歯科保健指導

1-（1）
1-（2）
5-（1）

健康課 実施の有無 ―
子育て世代向けメール配信「あいあいメール」にて、月齢に
合わせた歯科情報（6本）を新規配信。幼児期の歯磨きに関
する動画（3本）を新規配信。

参考

1-（1）
1-（2）
3-（1）

健康課 実施回数 1回

〇数値については表示未満は四捨五入しています。 11



現状値

Ｈ３１年度 実施結果（実施した内容） 事業の評価 評価の理由・改善点など年度当初の計画と実績値 年度当初の計画と実績値

令和４年度の実績 令和5年度

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【歯科口腔保健推進計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

令和４年度 参考値
（県・国の値）

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた
○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

参加件数
親子0件

高齢者3件
参考

親子：中止
高齢者：0件

参考

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

参加件数 1件 参考 1件 参考

目標値 1回 目標値 1回

実績値 各校で展示会実施 実績値

目標値 2回 目標値 2回

実績値 2回 実績値

目標値 9校 目標値 9校

実績値 9校 実績値

目標値 12人 目標値 10人

実績値 10人 実績値

目標値 3回 目標値 15回

実績値 2回 実績値

目標値 1回 目標値 2回

実績値 1回 実績値

目標値 1回 目標値 1回

実績値 1回 実績値

目標値 1回 目標値 2回

実績値 1回 実績値

目標値 1回 目標値 １回

実績値 2回 実績値

目標値 開庁日全日実施 目標値 開庁日全日実施

実績値 開庁日全日実施 実績値

情報提供件数 0件 参考 1件 参考

目標値 32回 目標値 35回

実績値 32回 実績値

目標値 45.0%以上 目標値 45.0%以上

実績値 41.1% 実績値

目標値 2日 目標値 2日

実績値 2日 実績値

受診者数 17人 参考 14人 参考

33 年末年始歯科診療 2-（1） 健康課
実施日数

△

計画どおり実施したが、3歳児でかかりつけ歯科医のある幼児の割合
が目標値には至らなかった。
近年の幼少期におけるむし歯率の低下に伴い、自宅でのケアが中心
となり定期歯科受診まで結びついていないことが考えられる。子育て
世代向けにSNSを活用した勧奨に加え、幼児健診の場においてかかり
つけ歯科医をもつことについて直接保護者に呼び掛けるなどし、幼少
期からの定期歯科受診の定着化を図っていく。

2日 協力歯科医療機関に委託し、12月31日と1月2日の2日間診
療を行った。
【受診者】12月31日：9人　1月2日：5人

〇

３歳児でかかりつけ歯科
医がある幼児の割合

38.8% R3　52.7％(国)

32
重点的取り組み3

かかりつけ歯科医の
普及推進

5-（1） 健康課

実施回数 33回
各種事業等での普及啓発に加え、新たに歯周疾患検診受
診票送付の際に、かかりつけ歯科医をもつことを勧奨する
リーフレットを同封した。

問い合わせのあった人で必要とする人に、訪問歯科診療対
応歯科医院について情報を提供。

〇31

歯科医療体制
整備

在宅歯科サービス提供施
設の情報提供

4-（2） 健康課
実施日数

開庁日
全日実施

市内居宅介護支援事業所（15か所）へ、訪問歯科診療対応
歯科医院一覧と市内歯科医院一覧を情報提供した。（事前
にケアマネ連絡協議会にて周知を図った。）
障害福祉課窓口にて、心身障がい児（者）歯科医療受け入
れ協力歯科診療所等の情報提供を開始した。

◎
関係各課と連携をとりながら、計画以上に実施することができた。
介護施設等だけでなく、今後も関係各課の協力を得ながら、必要とし
ている人に情報が行き届くように実施していく。

9月27日開催。出席委員9人。「第2次しろい健康プランの評
価について審議を行う。

〇

30
介護施設などと

の連携事業
介護施設等との連携事業 4-（2）

健康課
高齢者福祉課

情報提供回数 ―

29 健康づくり推進協議会 5-（2） 健康課 開催回数 1回

2回
（2部制）

7月27日開催。出席歯科医7人。コロナを考慮し、ハイブリッド
形式（来庁参加＋zoom参加）にて実施。歯科口腔保健推進
計画について専門的知見から審議いただいた。

〇28
保健衛生事業計画

歯科医師会議
5-（2） 健康課 開催回数

開催回数 2回

6/16に第2次しろい健康プランの実績報告、第3次しろい健
康プランの進行管理表に関する説明を行い、6/30に実績お
よび進行管理表に対する意見と各計画の課題に対する意見
交換を行った。

〇

保育園歯科保健指導にて、歯と口の大切さについてを伝え
る紙芝居を実演。

△

計画どおり実施したが、目標値には至らなかった。
体調不良等の理由により、複数名の登録者が活動終了となり、保育園
歯科指導が全3回中、2回の実施となったため。
人員の追加募集を行い、感染症対策に留意した上で活動の場を確保
する。30回

27

歯科口腔保健
推進事業

庁内健康づくり推進会議 5-（2） 健康課

26
推進活動整備

事業
歯科口腔保健推進
ボランティア育成

5-（2） 健康課

登録者数 12人

5年生給食時におけるかむことの大切さの指導を実施。 〇

活動回数

25 食育推進事業 児童の食に関する指導 3-（1） 教育支援課 実施学校数 9校

各センターにポスター掲示を依頼。保健福祉センター1階健
康情報広場にて11月を歯科月間として、セルフケアとプロケ
アの重要性を啓発。

〇24
「歯と口の健康習慣」

「いい歯の日」
普及啓発

2-（1）
2-（2）
5-（2）

健康課 実施回数 2回

1回 作品展は実施できなかったが、作品づくりは各校で行った。 〇23 むし歯予防作品展
1-（2）
5-（2）

教育支援課 実施回数

22
歯・口の健康啓発
標語コンクール

1-（2） 健康課
実施回数 1回

親と子の部は県からの中止の通知を受け、募集を中止した。
高齢者の部は応募が無かった。

〇

1人3作品の応募があり、市歯科医（代表者2名）、歯科衛生
士、歯科口腔保健推進ボランティアにて選考を行い、第1位
となった1作品を印旛郡市歯科医師会へ報告。

〇

21

歯科口腔保健
普及啓発事業

よい歯のコンクール 1-（2） 健康課

実施回数 1回

12 〇数値については表示未満は四捨五入しています。



事業の評価 評価の理由・次年度の計画についての改善点など

目標値 - - - 36日 目標値 36日

実績値 33日 24日 28日 36日 実績値 日

相談件数（延数） 92件 参考 55件 33件 49件 46件 参考 　　　件

目標値 - - - 100% 目標値 100%

実績値 243日 243日 246日 100% 実績値 %

目標値 - - - 100% 目標値 100%

実績値 135日 87日 109日 100% 実績値 %

相談件数（延数） 378件 参考 342件 328件 407件 402件 参考 　　　　件

目標値 - - - 100% 目標値 100%

実績値 243日 243日 246日 100% 実績値 %

相談件数（延数） 5,985件 参考 5,226件 5,587件 5,130件 5,168件 参考 　　　　件

目標値 - - - 24日 目標値 24日

実績値 24日 24日 24日 24日 実績値 日

相談件数（延数） 103件 参考 90件 100件 87件 86件 参考 　　　　件

目標値 - - - 100% 目標値 100%

実績値 243日 243日 246日 100% 実績値 %

相談件数（延数） 655件 参考 838件 664件 535件 494件 参考 　　　　件

目標値 - - - 100% 目標値 100%

実績値 243日 243日 246日 100% 実績値 %

相談件数（延数） 5,346件 参考 7,516件 7,719件 7,846件 9,808件 参考 　　　　件

目標値 - - - 100% 目標値 100%

実績値 243日 243日 246日 100% 実績値 %

相談件数（延数） 143件 参考 176件 513件 373件 339件 参考 　　　　件

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 実施 実施 実績値

令和5年度

年度当初の計画と実績値

市ホームページへ通年掲載。広報へ3回掲載（自殺予防
週間・自殺対策強化月間、年末年始）。リーフレットを作成
し、自殺予防週間・自殺対策強化月間を中心に配布した。 〇9 夜間相談窓口の周知 4-(2) 健康課

周知の実施
（ＨＰ、広報、リーフレット）

実施

実施

市ホームページへ通年掲載。広報へ4回掲載（自殺予防
週間・自殺対策強化月間、自死遺族支援事業）。リーフ
レットを作成し、自殺予防週間・自殺対策強化月間を中心
に配布した。

〇8

電話相談事業

いのちの電話
（県委託事業）

4-(2) 健康課
周知の実施

（ＨＰ、広報、リーフレット）

7
重点的取り組み２

生活困窮者自立相談支援
事業★

4-(1) 社会福祉課

実施率
(相談窓口開設日数/開設予定日

数)
242日

経済的・社会的困窮状況に応じて自立に向けた相談支援
を行った。また、令和４年度から新たにLINE相談を開始し
た。
LINEを活用し、継続的に自立相談支援が必要なケースに
対応することができた。

〇

R5から新たに就労準備支援事業、家計改善支援事業を実施し、
生活困窮者の自立に向けた支援の強化を図る。

夜間・休日の相談にも対応できる体制を整え、専門性を活かした
支援を行っていく。

6
地域包括支援センター

総合相談★
4-(1) 高齢者福祉課

実施率
(相談窓口開設日数/開設予定日

数)
242日

高齢者本人・家族・知人・関係者等から相談に対応した。

〇

〇

女性が抱える様々な悩み（仕事・人間関係・家族・離婚・
DV等）について、専門の相談員が対応した。
ウィメンズカウンセリングちばへの委託事業

〇

相談延べ件数は昨年度とほぼ同数だが、新規相談者数は増加し
た。
様々な悩みを抱える女性が潜在化している可能性があるため、周
知を拡充していく。4 女性生き生き相談 4-(1) 子育て支援課

開催日数 24日

242日

子育てや子育て中の家庭の問題、ひとり親家庭の自立支
援相談などを実施した。
＜相談件数＞
電話・窓口・訪問等　5,150件
子ども相談　　　　　　　　18件

〇

定期相談実施率
(相談窓口開設日数/開設予定日

数)
135日

3 家庭児童相談★ 4-(1) 子育て支援課

実施率
(相談窓口開設日数/開設予定日

数)

日常生活を送るうえで生じる様々な問題について、弁護
士・税理士・司法書士・相談員が解決に向けて相談支援を
実施した。
＜相談窓口開設日数＞
・随時相談　243日
・定例相談　109日 〇

令和4年度から新たに司法書士の相談を開始した。相続・税務相
談、司法書士相談の予約優先枠を増やしたことで、専門相談の相
談件数が増加した。

33日

精神保健福祉士によるこころの健康相談を第2･第4水曜
日、医師によるこころの健康相談を第2木曜日に実施した。
＜相談日数/件数＞
精神保健福祉士　24日/41件
医師　5日/5件　（予約がなく実施なし7日間）

〇

2
心配ごと相談

（弁護士相談など）
（随時相談★/定期相談）

4-(1)
4-(2)
4-(3)

健康課
(社会福祉協

議会)

随時相談実施率
(相談窓口開設日数/開設予定日

数)
242日

1

対面相談事業

★印の相談は
市役所開庁日
は毎日実施

5 福祉相談★ 4-(1) 社会福祉課

実施率
(相談窓口開設日数/開設予定日

数)
242日

生活の困りごと全般の相談に対して、関係各課や公的機
関等と連携し支援を行った。
（参考） 関係各課や公的機関等との連携(重複あり)205件

こころの健康相談
4-(1)
4-(2)
4-(3)

障害福祉課

開催日数
（予約がなく実施しなかった日を

含む）

実施結果（実施した内容）
令和３年度 令和４年度

令和4年度の実績

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【自殺対策計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

現状値
(平成30年度)

平成３１年度 令和２年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた

○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

〇数値については表示未満は四捨五入しています。 13



事業の評価 評価の理由・次年度の計画についての改善点など

令和5年度

年度当初の計画と実績値実施結果（実施した内容）
令和３年度 令和４年度

令和4年度の実績

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【自殺対策計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

現状値
(平成30年度)

平成３１年度 令和２年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた

○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 - - - 1回 目標値 1回

実績値 1回 1回 1回 1回 実績値 回

目標値 - - 9小学校区 9小学校区 目標値 9小学校区

実績値 7小学校区 8小学校区 1小学校区 2小学校区 実績値 小学校区

累計人数

第一小学校区 1人 3人 3人 0人 1人 8人 第一小 人

第二小学校区 0人 0人 1人 2人 0人 3人 第二小 人

第三小学校区 1人 3人 2人 0人 0人 6人 第三小 人

大山口小学校区 4人 3人 2人 1人 0人 10人 大山口小 人

清水口小学校区 2人 4人 1人 0人 2人 9人 清水口小 人

南山小学校区 2人 2人 2人 1人 4人 11人 南山小 人

七次台小学校区 0人 1人 3人 2人 0人 6人 七次台小 人

池の上小学校区 2人 1人 2人 1人 0人 6人 池の上小 人

桜台小学校区 3人 2人 2人 1人 0人 8人 桜台小 人

市民以外（非常勤職員等) 2人 0人 0人 0人 3人 5人 市民以外 人

職員 4人 4人 0人 0人 2人 10人 職員 人

合計 21人 23人 18人 8人 12人 82人 合計 人

目標値 - - - 参加 目標値 参加

実績値 不参加 不参加 不参加 参加 実績値

目標値 - - - 1人 目標値 1人

実績値 0人 0人 0人 1人 実績値 人

目標値 - - - 1回以上 目標値 1回以上

実績値 実施 実施 実施 2回 実績値 回

研修参加者数 7人 参考 6人 3人 44人 52人 参考 　　　人

目標値 - - - 1回 目標値 1回

実績値 - - 1回 1回 実績値 回

こころサポーター登録数 ― 参考 - - 4人 0人 参考 人

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 実施 実施 実績値

参考(実績値)

参考

自殺対策強化月間の
普及啓発の実施の有無

実施

＜実施場所＞
各センター(駅前,複合,桜台,福祉,コミセン,コミプラ,公民,
冨士)、図書館、情報広場、白井駅、西白井駅、白井高
校、スーパー･コンビニ23か所、本庁デジタルサイネージ、
こころの健康教室、ゲートキーパー養成講座、こころサポー
ター養成研修、公式Twitter、イントラにより市職員、本庁舎
掲示スペース、広報紙、ホームページ
白井駅・西白井駅において啓発グッズを配布し、自殺対策
強化月間を周知した。

実施

＜実施場所＞
各センター(駅前,複合,桜台,福祉,コミセン,コミプラ,公民,
冨士)、図書館、情報広場、白井駅、西白井駅、白井高
校、スーパー･コンビニ23か所、本庁デジタルサイネージ、
こころの健康教室、ゲートキーパー養成講座、こころサポー
ター養成研修、本庁舎掲示スペース、広報紙、ホームペー
ジ

〇13 普及啓発事業
自殺予防週間、自殺対策強
化月間における普及啓発

3-(1)
3-(2)

健康課

自殺予防週間の
普及啓発の実施の有無

―

１回開催。受講者５人。登録者０人。

〇

研修の開催は計画通りに実施できた。しかしながら、新規登録者
は0人であった。
研修のアンケート結果から、「自殺対策」という責任重大な取り組み
を担うことに、自分にできるのか自信がないという声が多かった。
自分にもできるかもしれないと思ってもらえるよう、現在のこころサ
ポーターの活動を広めていく。

新3
白井市こころサポーター養

成研修
2-(2) 健康課

開催回数

ゲートキーパーやメンタルヘ
ルスなど、自殺対策に関わる
研修会等の開催の有無

実施
（メンタルヘル

ス研修）

①教育支援課　1回
内容　心と体の健康、精神性疾患等の成り立ち、職場にお
ける対策等
対象　新任教頭4人

②総務課　1回
内容　メンタルヘルス研修（ストレスチェック組織分析結果
説明会、健康いきいき職場づくりに向けて）
対象　中間管理職となる副主幹・係長・主査48人

〇

対象者を中間管理職に幅を広げて実施できたため。今後も継続的
に行っていく（総務課）
職員対象の障害理解研修を総務課と共催で検討していたが、実
施に至らず。令和5年度は協議を行い実施したい。（障害福祉課）
令和5年度から総務課が実施するメンタルヘルス研修の内容に
ゲートキーパーに関することを含めてもらう方向で、講師と調整を
予定している。（健康課）

研修会の参加者数 ―

不参加

ゲートキーパー養成講座を開催し、地域子育て支援拠点
事業担当課へも案内を行った（健康課）
各センター職員の参加はなかったが、子育て世代包括支
援センターの子育て支援コーディネーターが1名受講し
た。（子育て支援課）

〇

各センターに周知を図ったが、日程の都合及び人員体制が整わ
ず参加できない状況であった。次年度は、人員体制を整え参加で
きる環境を整えていく。（子育て支援課）
庁内各課が実施する関連研修の情報を得て参加するなど工夫し
て対応する。（保育課）
ゲートキーパー養成講座を開催する際には庁内関係課にも周知
する。（健康課）

11

人材育成事業

地域子育て支援拠点事業
（ファミリーサポートセンター
事業、子育て支援センター）
従事者研修

2-(1)
子育て支援課

保育課

ゲートキーパーやメンタルヘ
ルスなど、自殺対策に関わる
研修会等への参加の有無

12
窓口対応職員、相談員・
教職員などへの研修会

2-(2)
4-(1)

健康課
社会福祉課
障害福祉課
教育支援課

総務課

10 人材育成事業
重点的取り組み１

ゲートキーパー養成講座
2-(1) 健康課

開催回数 1回

養成目標人数を達成した
小学校区数

(累計養成者数
R2までは2人以上

R3からは10人以上)

5小学校区
(累計養成者数

2人以上)

小学校区ごとのゲートキーパー養成者数（人）

ゲートキーパー養成講座を１回開催。受講者12名。
累計養成者数10人を達成した小学校区は2小学校区だっ
た。

△

計画とおりに実施したが、累計養成者数10人を達成した小学校区
が目標値に至らなかった。
定員を50％程度に制限してきたこと。また、参加要請を行う団体
が、開始当初から大きく変化しておらず、興味を持っている人は既
に受講済みとなっている可能性が考えられる。
今後は定員を増やすことを検討する。また、これまで、受講対象を
主に高齢者や生活困窮者に対応する団体としてきたが、全国的に
若年層の自殺が増えているため、若年層の相談支援を行う団体に
も拡大する。

14 〇数値については表示未満は四捨五入しています。



事業の評価 評価の理由・次年度の計画についての改善点など

令和5年度

年度当初の計画と実績値実施結果（実施した内容）
令和３年度 令和４年度

令和4年度の実績

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【自殺対策計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

現状値
(平成30年度)

平成３１年度 令和２年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた

○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 未実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 未実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 - - - 定員の8割以上 目標値 定員の8割以上

実績値 26人 5人 12人 57% 実績値 ％

目標値 1回 1回 1回 1回 目標値 1回

実績値 1回 1回 1回 1回 実績値 回

目標値 - - - 100% 目標値 100%

実績値 - - - 100% 実績値 ％

実施回数 18回 参考 15回 0回 2回 11回 参考 　回

受講者数 1,383人 参考 328人 0人 116人 169人 参考 　人

目標値 - - - 定員の8割以上 目標値 定員の8割以上

実績値 54人 未実施 11人 31% 実績値 ％

目標値 - - - 1回 目標値 1回

実績値 1回 0回 1回 1回 実績値 回

目標値 - - - 5回 目標値 8回以上

実績値 - - - 11回 実績値 回

講座参加者数 参考 - - - 134人 参考 人

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 未実施 実施 実績値

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 - - - 95%以上 目標値 95%以上

実績値 （254日) (242日) (236日) 95.6% 実績値 ％

相談件数（延数） 402件 参考 542件 439件 423件 355件 参考 件

目標値 - - - 全小中学校 目標値 全小中学校

小学校　3校 小学校　3校 小学校　3校 小学校　9校 小学校　9校 校

中学校　5校 中学校　5校 中学校　5校 中学校　5校 中学校　5校 校

相談件数（延数） 1,725件 参考 1,899件 2,142件 1,765件 2, 099件 参考 件

目標値 12回 12回 12回 12回 目標値 12回

実績値 12回 12回 12回 12回 実績値 回

相談件数（延数） 19件 参考 11件 12件 13件 8件 参考 件

実績値

精神保健福祉士による相談会を年12回開催
8件の相談を受けた（対面8件・オンライン0件）
令和3年度からオンラインでの申込及びZoomを使用しての
オンライン相談を開始しており、オンラインでの申し込みは
5件あった。

〇22 ニート･引きこもり相談会 生涯学習課
開催日数 12回

スクールカウンセラーによる
相談開催学校数

家庭生活や学校生活での悩みや課題に対し、より良い人
間関係づくりや充実した生活が送れるよう支援するため、
児童生徒及び保護者や教師を対象に、相談を行った。ま
た、スクールカウンセラーの情報共有などの合同研修会を
実施した。

実績値

〇

相談員の研修や有給休暇などにより、教育相談員が在籍しない日
の相談については、指導主事等の職員が対応をするため、相談体
制としては整えられている。
スクールカウンセラー・教育相談員による相談ともに勤務時間や勤
務回数が相談需要に追い付いていないため、継続した相談が難し
い状況にあった。スクールカウンセラーについては今後も配置回
数の増加を、教育相談においては勤務時間数の増加をそれぞれ
県と市に要望していく。

21

若年層対策事
業

教育相談 4-(2) 教育支援課

教育相談員による相談
実施率

251日

家庭生活や学校生活での悩みや課題に対し、より良い人
間関係づくりや充実した生活が送れるよう支援するため、
児童生徒及び保護者や教師を対象に、電話・面接・訪問
により教育相談を行った。

〇

4-(1)

20
わかちあいの会
(県)情報提供

4-(3) 健康課 周知の実施
実施

（広報・ＨＰ）

ホームページおよび2期に分けて広報紙(7月、10月)へ掲
載

11/25ミニ講演会・交流会　ホームぺージへの掲載、情報
広場への配架
3/11講演会　広報紙・ホームページへの掲載、情報広場
への配架

〇

こころサポーター自身の地区社協への働きかけにより、市内8小学
校区の地区社協推進委員に対して講座を開催することができた。
分かりやすい講座になるよう講座資料などを工夫・修正を行う。

19

自死遺族支援
機能構築事業

自死遺族支援公開講座
（県）情報提供

4-(3) 健康課 周知の実施 未実施

開催回数 1回

新4
こころサポーターによるゲー

トキーパーミニ講座
3-(1)
3-(2)

健康課
実施回数

未実施

△

計画通り実施したが、定員が目標には至らなかった。
講演会を開催したが、定員の8割以上という目標に達することがで
きなかった。
受講者を増やすため、教室内容やテーマの検討、周知方法・開催
日程等について検討・工夫を継続する。　「健康問題」は自殺の大
きな要因であることから、病気の予防など、健康に関する情報の発
信を継続的に実施する。また、テーマの一つとしてメンタルヘルス
等の自殺対策に関わる講演会についても検討する。

3名のこころサポーターが、地区社協推進委員やこころの
健康教室の参加者に対してゲートキーパーミニ講座を実
施し、ゲートキーパーの言葉と意味の普及啓発を行った。
また、こころサポーター養成研修においてもミニ講座を実
施し、こころサポーターの活動を周知した。

◎

18人

令和4年度は、「かかりつけ歯科医をもつこと」をテーマに1
回開催し、定員200人に対し、61人の参加（31％）であっ
た。
(参考)健康づくり講演会は、生活習慣病の予防をはじめと
した健康づくりに役立つ情報を広く市民に発信するための
講演会であり、毎年テーマを変えて実施している。
H30-運動、R1-睡眠、R2-中止、R3-ロコモ、R4-かかりつけ
歯科医

健康にかかわる講座を11回/169人に実施した。　自殺やメ
ンタルヘルスに関わる講座の実施はなかった。
(参考)
「健康問題」は自殺の大きな要因であることから健康に関
す講座の実績を計上している。 〇

自殺等をテーマとした講座については、市民等からの依頼は少な
いと想定されることから、なるほど行政講座に替えて、こころサポー
ターによるミニ講座の実施場所を関係団体等と調整しながら発掘
し、周知していくことを検討する。

100%

開催回数 1回

30人

教室を1回開催した。広報紙、ホームページ、LINE、チラシ
などで開催周知を行った。
教室を1回開催し、定員30人に対し、17人の参加（57％）で
あった。 △

計画通り実施したが、定員が目標には至らなかった。
教室を開催したが、定員の8割以上という目標に達することができ
なかった。
受講者を増やすため、教室内容の見直し、周知方法・開催方法に
ついての検討・工夫を継続する。

16 こころの健康教室 3-(2) 健康課

定員に対する参加割合

情報発信の有無 実施

保健福祉センター情報ひろばにて、不登校・ひきこもり支
援・相談先についての掲示を１か月間行った。早期相談に
より、自殺予防につなげることを目的として、相談先の掲示
に加え、持ち帰れるパンフレットを設置した。(障害福祉課)
広報紙・ホームページ・公式Twitter・こころの健康教室等
により、自殺の状況や相談の窓口、自助グループの情報な
どを周知した(健康課)

〇

啓発グッズの作成の有無 未実施

未実施

自殺予防週間・自殺対策強化月間・うつ病に関する啓発
記事と相談窓口を掲載したリーフレットを作成した。自殺予
防週間・自殺対策強化月間を中心に配布した。
上記で作成したリーフレットや厚生労働省から提供される
リーフレットにメモ帳やメンタルチェックカードなどを同封
し、啓発グッズを作成した。（メモ帳500セット、メンタル
チェックカード600セット）
メモ帳は市内2か所の駅で通勤通学の時間帯に配布し、メ
ンタルチェックカードは新成人に対して配布した。

〇14

普及啓発事業

リーフレット・啓発グッズ
の作成

3-(1)
3-(2)

健康課

リーフレットの作成の有無

15 情報の発信（広報紙など） 3-(2)
健康課

障害福祉課

3-(2)
健康課

企画政策課

実施率
(実施回数/依頼回数)

※健康にかかわる講座のみ

18 健康づくり講演会 3-(2) 健康課

定員に対する参加割合

17 なるほど行政講座

〇数値については表示未満は四捨五入しています。 15



事業の評価 評価の理由・次年度の計画についての改善点など

令和5年度

年度当初の計画と実績値実施結果（実施した内容）
令和３年度 令和４年度

令和4年度の実績

第3次しろい健康プラン　　　事業実績 　 【自殺対策計画】　　令和４年度

No
主な取り
組み事業

該当する事業
具体的

取り組み
担当課 評価指標

現状値
(平成30年度)

平成３１年度 令和２年度

評価 年度当初の計画と比較して
◎ 当初の目標値以上に実施できた

○ 当初の目標値どおりに実施できた
△ 実施したが、当初の目標値には至らなかった
× 実施できなかった
－ 評価不能

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 未実施 実施 実施 実施 実績値

目標値 14校 14校 14校 14校 目標値 14校

実績値 14校 14校 14校 14校 実績値

目標値 14校 14校 14校 14校 目標値 14校

実績値 14校 14校 14校 14校 実績値 校

目標値 - - - ５団体 目標値 ５団体

実績値 5団体 3団体 3団体 4団体 実績値 団体

目標値 - - - ５団体 目標値 ５団体

実績値 4団体 2団体 4団体 3団体 実績値 団体

目標値 - - - 1回 目標値 1回

実績値 2回 1回 1回 1回 実績値 回

目標値 1回 1回 1回 1回 目標値 1回

実績値 1回 1回 1回 1回 実績値 回

目標値 - - - 1回 目標値 1回

実績値 2回 1回 1回 1回 実績値 回

目標値 12回 12回 12回 12回 目標値 12回/年

実績値 12回 12回 12回 12回 実績値 回

目標値 - - - 1回 目標値 1回

実績値 0回 0回 0回 0回 実績値 回

参加人数 61人 参考 0人 0人 0人 0人 参考 人

目標値 - - - 維持以上 目標値 維持以上

実績値 291か所 281か所 281か所 287か所 実績値

目標値 12回 12回 12回 12回 目標値 12回

実績値 12回 12回 12回 12回 実績値 回

目標値 - - - 1回以上 目標値 1回以上

実績値 2回 1回 1回 2回 実績値 回

目標値 - - - 実施 目標値 実施

実績値 1回 2回 4回 実施 実績値
〇

6/16　第2次しろい健康プランの実績報告、第3次しろい健
康プランの進行管理表に関する説明を行い、6/30に実績
および進行管理表に対する意見と各計画の課題に対する
意見交換を行った。

〇

33
学校非公式サイト対策事業
(県：青少年ネット被害防止対策

事業)
5-(2) 教育支援課

実施回数(県)
※白井市該当報告数

2回

児童生徒に対する、ネットパトロール（インターネット上のサ
イト〈ＳＮＳなど〉の監視）を県が年に4回実施し、報告を受け
た。

32 庁内健康づくり推進会議
1-(1)
2-(2)

健康課 開催回数 2回

12回

関係各課や公的機関等連携のもとで「くらしと仕事のサ
ポートセンター支援整会議」を月１回開催し、支援計画案
の可否承認を行った。（年12回開催、関係機関10機関、会
議参加者延172人）

〇

会議体本来の目的である支援計画案（本人の同意あり）の可否承
認のほか、必要時に重層的支援体制整備事業の支援会議（本人
の同意なし）を実施することとし、関係機関や公的機関等との更な
る連携強化を図っていく。

協力事業者等の数 293か所

31
白井市くらしと仕事のｻﾎﾟｰﾄ

ｾﾝﾀｰ支援調整会議

1-(1)
2-(2)
4-(1)

社会福祉課 開催回数

連絡会議については、コロナ禍の影響を考慮し開催せず。
会議開催が困難であったため、協力事業者等に対し、3回
/年「お元気見守り通信」を送付た。通信には詐欺等に対
する注意喚起や相談先を掲載して、見守り体制の維持に
繋げた。 △

計画通りに実施できなかったが、他の実施可能な方法により対応
をした。
連絡会議については、コロナ禍の影響を考慮し開催しなかったた
め。
引き続き、協力事業者等に対し情報提供を行う。
連絡会議は年1回開催とし、地域における高齢者みまもりに関する
情報提供等を行う。

〇

担当者会議
開催回数

12回

30 しろい高齢者みまもりネット
1-(1)
4-(1)

高齢者福祉課

連携会議
開催回数

1回

29
白井市家庭等における暴力
対策ネットワーク会議

1-(1) 子育て支援課

代表者会議
開催回数

2回

代表者会議：保健・医療・教育・司法・福祉等の関係機関
の代表者と市の関係部課長が会議を行い、虐待や暴力の
防止及び被害者の保護等の支援についての情報共有や
意見交換を行った。
担当者会議：月1回の会議において、児童・高齢者・障害
者虐待及び配偶者間暴力の事例への支援について実務
担当者間で共有し、進捗管理を行った。
会議の実施により、関係機関の相互理解が深まり、虐待や
暴力の事例へ迅速で効果的な支援を実施できた。

8月10日開催。出席委員6人、代理出席1人。令和3年度の
自殺対策事業の取り組み実績について報告。 〇28 自殺対策ネットワーク会議 1-(1) 健康課 開催回数 未設置

3回

9月27日開催。出席委員9人。「第2次しろい健康プランの
評価について審議を行う。 〇27

連携体制構築
事業

健康づくり推進協議会 1-(1) 健康課 開催回数

学習支援の実施団体数 ４団体

中高生を対象に学習支援を実施した。

子ども食堂・フードパントリーを実施した。

△

計画通りに実施したが、団体数が目標値には至らなかった。
コロナ禍で中止となっていた意見交換会(交流会)を再開することが
できたが、活動を再開することのできない団体があった。
引き続き団体の運営支援を継続していく。26

子ども食堂･学習支援の活
用

4-(1) 子育て支援課

子ども食堂の実施団体数 ５団体

SOSを出しやすい環境づくり
(個別面談・アンケート調査な
ど）に取り組む学校数

14校

各校年に数回教育相談を実施するにあたり、学校や人間
関係等で困っていることはないかアンケートをとった。その
内容を把握の上、個別に面談を行った。

25 SOSの出し方教育 5-(1) 教育支援課

実施小学校・
中学校数

14校

児童生徒が正しく援助希求行動を出せるように し、悩みを
抱える生徒の不登校、自殺等を未然に防止を目的として、
担任から長期休業前に指導を行った。

〇

〇24
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどを活用した

普及啓発
3-(2)
5-(2)

健康課
障害福祉課
教育支援課

実施の有無 未実施

国県のハッシュタグキャンペーンの呼びかけに対応し、自
殺対策強化月間に公式Twitterを活用して、相談窓口を周
知した（健康課）
学校のホームページに県等の相談窓口を掲載し、児童生
徒・保護者等へ周知した（教育支援課）

県のSNSを活用した相談事業（そっと悩みを相談してね～
SNS相談＠ちば～）等、県からの通知を各校に周知した。
（教育支援課）
　『千葉県いのち支えるSNS相談』をホームページやリーフ
レットにより周知した。（健康課）
厚生労働省が作成したSNS相談窓口が掲載されたリーフ
レットを成人式や自殺予防週間、自殺対策強化月間を中
心に配布し周知した。（健康課）
SNSによる相談の方法があることを、広報紙やホームペー
ジ、リーフレットにより周知した。（健康課）
梨光式（旧成人式）において、メンタルヘルスに関わる啓
発グッズを配布した。
白井高校へポスターの掲示やリーフレットの配架など、周
知協力を依頼した。

〇23

若年層対策事
業

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・SNS相談窓口の
周知

5-(2) 教育支援課
周知の実施
（ＨＰ、広報、
リーフレット）

実施
（広報・ＨＰ・
リーフレット）

16 〇数値については表示未満は四捨五入しています。


